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添付資料 1.0.8 

柏崎刈羽原子力発電所６号及び７号炉 

大津波警報発令時の原子炉停止操作等について 

添付資料 1.0.8 

東海第二発電所 

自然災害等の影響によりプラントの 

原子炉安全に影響を及ぼす可能性がある 

事象の対応について 

添付資料 1.0.8 

島根原子力発電所２号炉 

自然災害等の影響によりプラントの 

原子炉安全に影響を及ぼす可能性がある 

事象の対応について 

・審査基準改正に伴う相

違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，審査基

準改正に伴い，降下火砕

物の対応について記載 
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・項目構成の相違

【柏崎 6/7】 

・記載表現の相違

【東海第二】 

 島根２号炉は，目次に

詳細項目を記載 

・審査基準改正に伴う相

違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，審査基

準改正に伴い，降下火砕

物の対応について記載 

・記載方針の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，退避す

る要員の移動経路図を記

載 

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 
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柏崎刈羽原子力発電所では，自然災害等の影響によりプラ

ントの原子炉安全に影響を及ぼす可能性がある事象（以下，

前兆事象）について，前兆事象として把握ができるか，重大

事故等を引き起こす可能性があるかを考慮して，設備の安全

機能の維持並びに事故の未然防止対策をあらかじめ検討して

おき，前兆事象を確認した時点で事前の対応ができる体制及

び手順を整備している。 

本資料では，前兆事象を確認した時点での事前対応の 1 例

として「大津波警報」発令時の対応について示す。 

 

東海第二発電所では，自然災害等の影響によりプラントの原

子炉安全に影響を及ぼす可能性がある事象（以下「前兆事象」

という。）について，前兆事象として把握ができるか，重大事

故等を引き起こす可能性があるかを考慮して，設備の安全機能

の維持及び事故の未然防止対策をあらかじめ検討しておき，前

兆事象を確認した時点で事前の対応ができる体制及び手順を整

備する。 

前兆事象として纏める自然災害は，津波，竜巻，凍結，降

水，積雪，落雷，火山の影響及び森林火災を想定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本資料では，前兆事象を確認した時点での事前対応の例とし

て「大津波警報」発表時の対応及び火山の影響による降下火砕

物の対応について整備する。 

 

 

島根原子力発電所では，自然災害等の影響によりプラント

の原子炉安全に影響を及ぼす可能性がある事象（以下「前兆

事象」という。）について，前兆事象として把握できるか，重

大事故等を引き起こす可能性があるかを考慮して，設備の安

全機能の維持及び事故の未然防止対策をあらかじめ検討して

おき，前兆事象を確認した時点で事前の対応ができる体制及

び手順を整備する。 

前兆事象として纏める自然災害は，津波，風（台風），竜

巻，凍結，降水，積雪，落雷及び火山の影響を想定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本資料では，前兆事象を確認した時点での事前対応の例と

して「大津波警報」発表時の対応及び火山の影響による降下

火砕物の対応について整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事象想定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，風（台

風）についても事前の対

応を実施する事象と整

理。また，森林火災の出

火原因となるのは人為に

よるものが大半であるこ

とを考慮し，森林火災に

ついて人為事象として整

理していることから記載

していない 

 

・審査基準改正に伴う相

違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，審査基

準解析に伴い，降下火砕

物の対応について記載 

１．大津波警報発令時の原子炉停止の考え方と対応 

 

柏崎刈羽原子力発電所では安全対策を幾重にも講じている

ものの，津波の対応については，プラントが被災して機器・

電源が使用不能になることを想定し，被災前にプラントを停

止するとともに，燃料の崩壊熱を除去することで，炉心損傷

に至るまでの時間を延長し，被災後の対応時間に余裕を持た

せることが重要である。 

 

津波の規模と発電所への影響として，引き波による除熱喪

失のリスクがあること，また，発電所近くが震源の場合，発

生した津波の波高等確認する時間的余裕がないことや発電所

1. 「大津波警報」発表時の対応 

(1) 津波発生時の対応について 

   東海第二発電所では，津波に対して防潮堤（T.P.＋20.0m

～T.P.＋18.0m）を設置するなど安全対策を幾重にも講じる

ものの，津波の対応については，プラントが被災して機器・

電源が使用不能になることを想定し，被災前にプラントを停

止するとともに，燃料の崩壊熱を除去することで，炉心損傷

に至るまでの時間を延長し，被災後の対応時間に余裕を持た

せることが重要である。 

   津波の規模と発電所への影響として，引き波による除熱喪

失のリスクがあること，また，発電所近くが震源の場合，発

生した津波の波高等確認する時間的余裕がないことや発電所

1. 「大津波警報」発表時の対応 

(1) 津波発生時の対応について 

   島根原子力発電所では，津波に対して防波壁（ＥＬ

15.0m）を設置するなど安全対策を幾重にも講じるものの，

津波の対応については，プラントが被災して機器・電源が

使用不能になることを想定し，被災前にプラントを停止す

るとともに，燃料の崩壊熱を除去することで，炉心損傷に

至るまでの時間を延長し，被災後の対応時間に余裕を持た

せることが重要である。 

   津波の規模と発電所への影響として，引き波による除熱

喪失のリスクがあること，また，発電所近傍が震源の場

合，発生した津波の波高等を確認する時間的余裕がないこ
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遠方の津波では，波高等の予測精度が低下する可能性がある

こと等を考慮し，対応に必要な時間余裕の確保の観点から，

気象庁が定めている津波予報区のうち，第１図に示す発電所

を含む区域である「新潟県上中下越」区域に対し，第１表に

示す発表基準に従い気象庁から大津波警報が発令された場

合，具体的な予想波高の発表を待たず，発電用原子炉を停止

する。 

また，所員の高台への避難及び扉の閉鎖を行い，津波監視

カメラ及び取水槽水位計による津波の継続監視を行う。

遠方の津波では，波高等の予測精度が低下する可能性がある

こと等を考慮し，対応に必要な時間余裕の確保の観点から，

以下の対応を実施する。 

a．発電所近傍で大きな地震が発生した場合の対応 

発電所近傍で大きな地震が発生した場合は，原子炉が自

動で停止していることを確認し，発電所構内に避難指示を

行うとともに，津波に関する情報収集並びに潮位計，取水

ピット水位計及び津波・構内監視カメラによる津波の監視

を行う。 

b．大津波警報発表時の対応 

気象庁が定めている津波予報区のうち，第 1.0.8－1 図に

示す発電所を含む区域である「茨城県」区域に対し，第

1.0.8－1表に示す発表基準に従い気象庁から大津波警報が

発表された場合の対応として，以下の対応を実施する。 

・発電所構内に避難指示を行う。

・原則として原子炉停止操作を開始する。

ただし以下の場合は除く。 

(a)大津波警報が誤報であった場合。 

(b)発電所から遠方で発生した地震に伴う津波であって，津

波が到達するまでの間に大津波警報が解除又は見直され

た場合。

なお，津波注意報及び津波警報発表時は，津波に関する

情報収集並びに津波・構内監視カメラ及び取水ピット水位

計による津波の監視を行い，引き波により取水ピット水位

が循環水ポンプの取水可能下限水位（T.P.－1.59m：設計

値）まで低下した場合等，原子炉の運転継続に支障がある

場合に，原子炉を手動停止する。 

とや発電所遠方の津波では，波高等の予測精度が低下する

可能性があること等を考慮し，対応に必要な時間余裕の確

保の観点から，以下の対応を実施する。 

ａ．発電所近傍で大きな地震が発生した場合の対応 

発電所近傍で大きな地震が発生した場合は，原子炉が

自動で停止していることを確認し，発電所構内に避難指

示を行うとともに，津波に関する情報収集並びに取水槽

水位及び津波監視カメラによる津波の監視を行う。 

ｂ．大津波警報発表時の対応 

気象庁が定めている津波予報区のうち，第１図に示す

発電所を含む区域である「島根県 出雲・石見」区域に

対し，第１表に示す発表基準に従い気象庁から大津波警

報が発表された場合の対応として，以下の対応を実施す

る。 

・発電所構内に避難指示を行う。

・原子炉停止操作を開始する。

ただし，以下の場合は除く。 

①大津波警報が誤報であった場合。

②発電所から遠方で発生した地震に伴う津波であっ

て，津波が到達するまでの間に大津波警報が解除

又は見直された場合。 

なお，津波注意報及び津波警報発表時は，津波に関す

る情報収集並びに津波監視カメラ及び取水槽水位計によ

る津波の監視を行い，引き波により取水槽水位が-2.0m

まで低下した場合等，原子炉の運転継続に支障がある場

合に，原子炉を手動停止する。 

・運用の相違

【柏崎 6/7】 

原子炉停止操作の相違 

・運用の相違

【東海第二】 

 島根２号炉は，大津波

警報発令で原子炉停止

操作を開始する運用 

・運用の相違

【東海第二】 

 島根２号炉は，復水器

での原子炉除熱確保の

ため，循環水ポンプ停

止（-3.0m）前に，原子

炉を停止する運用 
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２．体制の整備 

大津波警報が発令された場合，原子力警戒態勢を発令し，

緊急時対策要員を非常召集することにより，速やかに重大事

故等対策を実施できる体制を整える。 

 

 

 

なお，作業を実施する際は，津波を考慮して，安全なルー

トを選定する。 

(2) 体制の整備 

   大津波警報が発表された場合，警戒事態を発令し，災害対

策本部要員を非常招集することにより，速やかに重大事故等

対策を実施できる体制を整える。 

   また，発電所構内に常駐している災害対策要員のうち運転

班の要員は，中央制御室に直接向かい，その他の要員は，緊

急時対策所に向かう。 

   なお，移動経路は津波を考慮し，安全なルートを選定して

移動する。移動時間は最長でも約15分で移動ができる。主な

移動経路を第1.0.8－2図に示す。 

 

(2) 体制の整備 

   大津波警報が発表された場合，緊急時警戒体制を発令

し，重大事故等に対処する要員を非常招集することによ

り，速やかに重大事故等対策を実施できる体制を整える。 

    

 

 

   なお，移動経路は津波を考慮し，安全なルートを選定し

て移動する。移動時間は最長でも約 10 分で移動ができる。

主な移動経路を第２図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，要員の

移動ルートについて記載 

３．その他 

柏崎刈羽原子力発電所における基準津波の遡上波による発

電所遡上域の最高水位は T.M.S.L.+8.3ｍと評価しており，敷

地高さ（T.M.S.L.+12.0ｍ）までは到達しないものの津波に

対し，以下の対策を講じている。 

 

 

(1) 海水ポンプの防護対策 

海水ポンプが設置されているタービン建屋海水熱交換

器区域は，取水路，放水路等の経路から津波の流入を防

止する観点で，浸水防止設備（取水槽閉止板）を設置す

る。 

 

(3) その他 

   東海第二発電所の設計基準上の津波遡上高さは T.P.＋

17.1m（防潮堤前面での最高水位）と評価しており，防潮堤

（高さ T.P.＋20.0m～T.P.＋18.0m）を越波しないものの，津

波に対し，以下の対策を講じる。 

 

 

a．海水ポンプ室の防護対策 

    非常用ディーゼル発電機及び残留熱除去系の海水ポンプ

が設置されている海水ポンプ室は，取水ピットからの津波

の流入を防止する観点で，海水ポンプのグランドドレン配

管からの流入防止対策として当該配管に逆流弁を設置する

とともに，貫通部の止水対策を実施する。 

(3) その他 

   島根原子力発電所の敷地前面における基準津波の最高水

位はＥＬ11.8m と評価しており，防波壁（高さＥＬ15.0m）

を越波しないものの，津波に対し，以下の対策を講じてい

る。 

 

 

ａ．海水ポンプの防護対策 

    海水ポンプが設置されている取水槽海水ポンプエリア

は，取水路，放水路等の経路からの津波の流入を防止す

る観点で津波防護施設（防水壁（取水槽除じん機エリ

ア）），浸水防止設備（取水槽床ドレン逆止弁等）を設

置する。 

 

・基準津波の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉及び東海第

二は，基準津波が敷地レ

ベルを超えるため，敷地

への流入防止対策を記載 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 津波に対する防護対策

の相違 
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(2) 建屋の浸水防護対策 

タービン建屋内で地震により循環水配管が破損し，津波

が流入することを想定し，浸水防止設備（水密扉）の設置

や境界部の配管貫通部の止水対策を実施することにより，

浸水防護重点化範囲（原子炉建屋，タービン建屋海水熱交

換器区域等）への浸水を防止する。 

 

 

 

 

水密扉は原則閉運用としており，更に開放時に現場でブ

ザー等による注意喚起を行い閉止忘れ防止を図っている。

なお，資機材の運搬や作業に伴い，水密扉を連続開放する

必要がある場合は，大津波警報の情報が得られ次第，速や

かに扉を閉める運用としている。 

また，水密扉の開閉状態が確認できる監視設備を設置し

ており，開状態の水密扉があった場合，運転員はその状況

を速やかに認知し，閉することが可能である。 

これ以外にも，海水貯留堰を設置することにより，引き

波時において，原子炉補機冷却海水ポンプによる原子炉補

機冷却に必要な海水を確保し，原子炉補機冷却海水ポンプ

の機能を保持する。さらに，津波監視カメラ及び取水槽水

位計による津波の監視を継続する。 

 

(3) 基準津波を超える津波に対する対策 

基 準 津 波 を 超 え る 津 波 に 対 し て も ， 防 潮 堤

(T.M.S.L.+15.0ｍ)の設置，原子炉建屋，タービン建屋等

の水密化，特に重要な安全機能を有する施設を内包する重

要区画の水密化，排水設備の設置等，更なる信頼性向上の

観点から自主的な対策を実施している。 

 

b．建屋の浸水防止対策 

    タービン建屋内で地震により循環水配管が破損し，津波

が流入することを想定し，浸水防止設備（水密扉）の設置

や境界部の配管貫通部の止水対策を実施することにより， 

   浸水防護重点化範囲（原子炉建屋）への浸水を防止する。 

 

 

 

 

 

なお，水密扉は原則閉運用とし，更に開放時に現場でブ

ザー等による注意喚起を行い閉止忘れ防止を図る。 

 

 

 

    また，水密扉の開閉状態が確認できる監視設備を設置

し，開状態の水密扉があった場合，当直運転員は，その状

況を速やかに認知し，建屋の内側から手動にて閉止する。 

c．引き波時の非常用の海水ポンプの機能保持対策 

    引き波時において，非常用の海水ポンプによる冷却に必

要な海水を確保するため，取水口前面に貯留堰を設置す

る。さらに，潮位計，取水ピット水位計及び津波・構内監

視カメラによる津波の監視を継続する。 

 

d．基準津波を超え敷地に遡上する津波に対する対策 

    基準津波を超え敷地に遡上する津波（以下「敷地に遡上

する津波」という。）に対しては，緊急用海水系の設置に

よる冷却機能を強化するとともに，原子炉建屋等の水密

化，重要区画の水密化，排水設備の設置等，更なる信頼性

向上の観点から対策を実施する。 

 

 

    また，水密扉の対策は，「b．建屋の浸水防止対策」と

同様とする。 

 

ｂ．建物の浸水防護対策 

タービン建物内で地震により海水系配管が破損し，津

波が流入することを想定し，浸水防止設備（水密扉）の

設置や境界部の貫通部の止水対策を実施することによ

り，浸水防護重点化範囲（原子炉建物，廃棄物処理建物

等）への浸水を防止する。 

 

 

 

 

水密扉は原則閉運用としており，更に開放時に現場で

ブザー等による注意喚起を行い閉止忘れ防止を図ってい

る。なお，資機材の運搬や作業に伴い，水密扉を連続開

放する必要がある場合は，大津波警報の情報が得られ次

第，速やかに水密扉を閉める運用としている。 

また，水密扉の開閉状態を確認できるよう監視設備を

設置しており，開状態の水密扉があった場合，運転員は

その状況を速やかに認知し，閉することが可能である。 

これ以外にも，原子炉補機海水ポンプ及び高圧炉心ス

プレイ補機海水ポンプを長尺化することにより，引き波

時においても，必要な海水を確保できる設計とする。さ

らに，津波監視カメラ及び取水槽水位計による津波の監

視を継続する。 

 

ｃ．基準津波を超える津波に対する対策 

    基準津波を超える津波に対しても，防波壁（高さＥＬ

15.0m）の設置，タービン建物外壁への水密扉の設置，屋

外排水路の設置等，更なる信頼性向上の観点から自主的

な対策を実施している。 

    また，取水槽は貯留構造となっており，基準津波を超

える引き波に対しても，必要な海水を確保できる設計と

している。 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

循環水系配管以外の海

水系配管（タービン補機

海水系配管）も対象 

・防護範囲の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 設備の配置の相違によ

る防護範囲の相違 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，ポンプ

を長尺化し，機能喪失し

ない設計 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

基準津波を超える津波

に対する自主的な防護対

策の相違 
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 e．敷地に遡上する津波の手順書への影響 

    重大事故等対応で使用する可搬型設備は，敷地に遡上す

る津波によって影響を受けない，敷地西側の高所の 2箇所

（T.P.＋23m 及び T.P.＋25m）に設置する保管場所（西側

及び南側保管場所）で保管する。 

    また，常設代替高圧電源装置，西側淡水貯水設備及び高

所接続口についても，敷地に遡上する津波の影響を受けな

い T.P.＋11m の敷地に設置する。 

    全交流動力電源喪失事象が発生した場合の可搬型設備を

用いた原子炉注水，格納容器スプレイ及び使用済燃料プー

ル注水の対応については，上記の対応に係る施設が T.P.＋

11m の敷地に設置されており，T.P.＋11m の敷地での対応

を優先して実施するため，敷地に遡上する津波による敷地

の浸水の影響は受けない。 

    その他の重大事故等対応要員による可搬型設備を用いた

重大事故等対応（水源確保対応，格納容器内窒素供給対応

及び放射線測定対応）については，T.P.＋8m の敷地の浸水

が解消した後で，津波の監視を継続しながら，T.P.＋8m の

敷地での重大事故等対応を行う。 

 

2. 火山の影響による降下火砕物の対応 

(1) 降下火砕物に対する対応について 

   東海第二発電所では，降下火砕物に備え，手順を整備し，

以下のとおり段階的に対応することとしている。その体制に

ついては，火山事象等の自然災害に対し，保安規定に基づく

保安管理体制として整備し，その中で体制の移行基準，活動

内容についても明確にする。なお，多くの火山では，噴火前

に，震源の浅い火山性地震の頻度が急増し，火山性微動の活

動が始まるため，事前に対策準備が可能である。 

 

 

a．通常時の対応 

    火山の噴火事象発生に備え，担当箇所は降下火砕物の除

去等に使用する資機材等（シャベル，ゴーグル及び防護マ

スク等）については，定期的に配備状況を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 火山の影響による降下火砕物の対応 

(1) 降下火砕物に対する対応について 

   島根原子力発電所では，降下火砕物に備え，手順を整備

し，以下のとおり段階的に対応することとしている。その

体制については火山事象等の自然災害に対し，保安規定に

基づく保安管理体制として整備し，その中で体制の移行基

準，活動内容についても明確にする。なお，多くの火山で

は，噴火前に震源の浅い火山性地震の頻度が急増し，火山

性微動の活動が始まるため，事前に対策準備が可能であ

る。 

 

ａ．通常時の対応 

    火山の噴火事象発生に備え，担当箇所は降下火砕物の

除去等に使用する資機材等（ショベル，ゴーグル及び防

護マスク等）については，定期的に配備状況を確認す

る。 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根 2号炉は，重大事

故等対処設備の有効性を

確認するための事故シー

ケンスの選定において，

津波特有の事故シーケン

スを選定していない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・審査基準改正に伴う相

違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，審査基

準改正に伴い，降下火砕

物の対応について記載 
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b．近隣火山に噴火兆候がある場合 

    近隣火山で噴火警戒レベル３（入山規制），４（避難準

備）となる引上げが発表され発電所において災害の発生の

おそれがあると判断された場合，担当箇所は原子力防災管

理者の承認を得た上で，監視強化準備体制※１を発令し，発

電所の保安管理体制下において，火山情報等を把握し，連

絡体制を強化（要員の確認）する。 

※1 監視強化体制の前段階として，前兆事象の影響によ

り発生するおそれがある事象（倒壊・転倒・飛散等）

の防止措置及び構内巡視等を行い，災害の発生を最小

限に抑えるための措置を講じる体制。 

 

c．降下火砕物の飛来のおそれがある場合 

 

    近隣火山で噴火警戒レベル５（避難）が発表され発電所

において災害の発生のおそれがあると判断された場合，原

子力防災管理者は監視強化体制※２を発令し，発電所の各マ

ネージャーは，発電所の保安管理下において，資機材の配

備状況確認等に必要な要員を招集する。 

    また，取水路前面にオイルフェンスを設置することで，

取水路への降下火砕物の流入量を低減する，とともに屋外

機器・建屋等の降下火砕物の除去のため，発電所内に保管

しているスコップ，ほうき，マスク等の資機材の配備状況

の確認を行う。 

※2 前兆事象の影響により発電所に災害が発生するおそ

れがあると判断した場合に発令し，必要に応じ災害対

策要員及び資機材の確認，巡視等，適切な措置を講じ

る体制。 

 

 

d．降下火砕物が堆積する状況となった場合 

    降下火砕物が確認され，重要安全施設の安全機能を有す

る設備が損傷等により機能を失うおそれがある場合，原子

力防災管理者は発生事象の災害区分を「警戒事態」とし，

発電所警戒本部を設置する。 

 

 

 

ｂ．近隣火山の大規模な噴火兆候がある場合 

    発電所において災害の発生のおそれがあると判断され

る場合は，原子力防災管理者の指示のもと，担当箇所

は，火山情報（火山の位置，噴火規模，風向，降灰予測

等）を把握し，監視体制及び連絡体制を強化する。 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．近隣火山の大規模な噴火が発生した場合又は敷地内に

降下火砕物が降り積もる状況となった場合 

    担当箇所は，近隣火山において大規模な噴火が確認さ

れた場合又は原子力発電所敷地内で降灰が確認された場

合に，関係箇所と協議のうえ，発電所対策本部の設置判

断をする。 

 

 

 

空調換気設備の取替用フィルタの配備状況を確認する

とともに，アクセスルート，屋外廻りの機器，屋外タン

ク，建物等の降下火砕物の除去のため，発電所内に保管

しているホイールローダ，ショベル，マスク等の資機材

の配備状況の確認を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラントの機器，建物等の現在の状態（屋外への開口

部が開放されていないか）を確認する。 

敷地内に降下火砕物が到達した場合には，降灰状況を

・記載表現の相違 

【東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設計条件の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，降下火

砕物が海水中に降灰した

際の設備への影響評価を

行い影響がないことを確

認。また，深層取水方式

であり取水路への降下火

砕物の流入量の低減は不

要。なお，東海第二は，

表層取水方式 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，c.にま

とめて記載 

1.0-1887



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

    発電所警戒本部の指揮の下，発電所及び屋外廻りの監視

を強化する。また，屋外機器・建屋等の降下火砕物の除去

を行うとともに，換気空調設備のフィルタを確認し，フィ

ルタの取替，清掃を行う。 

 

    さらに，降下火砕物により重要安全施設の安全機能を有

する設備が損傷等により機能を失った場合，災害区分を

「非常事態」に移行し，発電所災害対策本部を設置してそ

の指揮の下，必要な処置を行う。 

    なお，降下火砕物の影響により，プラントの原子炉安全

に影響を及ぼす可能性がある場合は，原子炉を手動停止す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

把握する。 

プラント及び屋外廻りの監視を強化し，アクセスルー

ト，屋外廻りの機器，屋外タンク，建物等の降下火砕物

の除去を行うとともに，空調換気設備のフィルタ差圧を

確認し，状況に応じてフィルタの取替え又は清掃等を行

う。 

 

 

 

 

なお，降下火砕物の影響により，プラントの原子炉安

全に影響を及ぼす可能性がある場合は，原子炉を手動停

止する。 
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第１表  津波警報・注意報の種類について 

 

 

 

 

 

 

第 1 図 気象庁が定める津波予報区 

 

第 1.0.8-1 表 津波警報・注意報の種類について 

 

 

 

 

第 1.0.8－1 図 気象庁が定める津波予報区 

 

第１表  津波警報・注意報の種類について 

 

出典：気象庁ホームページ「津波警報・注意報、津波情報、津波予報について」 

 

 

 

 

 

第 1 図 気象庁が定める津波予報区 
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第 1.0.8-2 図 要員の移動経路図 

第２図 要員の移動経路図 

・記載方針の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，要員の

移動ルートについて記載 
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添付資料 1.0.9 

柏崎刈羽原子力発電所６号及び７号炉 

重大事故等対策の対処に係る教育及び訓練について 

＜ 目 次 ＞ 

1．基本となる教育・・・・・・・・・・・・・・・・ 1.0.9-1 

2．運転員の教育及び訓練 ・・・・・・・・・・・・・1.0.9-5 

3．当直（運転員）を除く実施組織に対する教育及び訓練 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.0.9-5

4．支援組織に対する教育及び訓練 ・・・・・・・・・1.0.9-5 

5．教育及び訓練計画の頻度の考え方 ・・・・・・・・1.0.9-6 
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重大事故等に対処する要員（緊急時対策要員，運転員及び自衛

消防隊を含む全体をいう）は，常日頃から重大事故等時の対応の

ための教育及び訓練を実施することにより，事故対応に必要な力

量の習得を行い，当該事故等時においても的確な判断のもと，平

常心をもって適切な対応操作が行えるように準備している。ま

た，当該の教育及び訓練については，保安規定及び保安規定に基

づく社内マニュアルに基づいて実施しており，事故時操作の知

識・技術の向上に努めている。 

 

福島第一原子力発電所の事故以降は，事故の教訓を踏まえ，緊

急安全対策として整備してきた全交流動力電源喪失時における初

動活動の訓練も継続的に実施してきている。具体的には，給水確

保・電源確保の訓練，がれき撤去のための訓練等を必要な時間内

に成立することの確認も含め，継続的に実施している。 

これらの教育及び訓練は，必要な資機材の運搬，操作手順に従

い行うことを基本とし，更に各機器の取り扱いの習熟化を図って

いる。 

新規制基準として新たに要求された重大事故等対策に係る教育

及び訓練については，保安規定及び保安規定に基づく社内マニュ

アルに適切に定め，知識・技能の向上を図るために定められた頻

度，内容で実施し，必要に応じて手順等の改善を図り実効性を高

めていくこととしており，教育及び訓練の状況は以下のとおりで

ある。 

また，教育及び訓練の結果を評価し，継続的改善を図っていく

こととし，各項で参照する表に記載の教育及び訓練についても，

今後必要な改善，見直しを行っていくものである。 

なお，発電所対策本部の構成は添付資料 1.0.10 にて定義の通

りで，自衛消防隊は緊急時対策要員と同等の教育及び訓練を実施

するが，自衛消防隊のうち協力企業社員については業務委託契約

に基づき実施する。 

災害対策要員は，常日頃から重大事故等時の対応のための教育

及び訓練を実施することにより，事故対応に必要な力量の習得を

行い，重大事故等時においても的確な判断のもと，平常心をもっ

て適切な対応操作が行えるように準備している。また，教育及び

訓練については，東海第二発電所原子炉施設保安規定（以下「保

安規定」という。）及び保安規定に基づく社内規程に基づいて実

施しており，事故時操作の知識及び技術の向上に努めている。 

 

 

福島第一原子力発電所事故以降は，事故の教訓を踏まえた緊急

安全対策を整備し，全交流動力電源喪失時における初動活動に備

え各種訓練を継続的に実施してきている。具体的には，電源確保

及び給水確保の訓練，瓦礫撤去のための訓練等を必要な時間内に

成立することの確認も含め，継続的に実施している。 

これらの教育及び訓練は，必要な資機材の運搬，操作手順に従

い行うことを基本とし，更に各機器の取扱いの習熟化を図ってい

る。 

新規制基準として新たに要求された重大事故等対策に係る教育

及び訓練については，保安規定及び保安規定に基づく社内規程に

適切に定め，知識・技能の向上を図るために定められた頻度，内

容で実施し，必要に応じて手順等の改善を図り実効性を高めてい

くこととしており，教育及び訓練の状況は以下のとおりである。 

 

なお，教育及び訓練の結果を評価し，継続的改善を図っていく

こととし，各項で参照する表に記載の教育及び訓練についても，

今後必要な改善，見直しを行っていくものである。 

 

運転員，緊急時対策要員及び自衛消防隊（以下「重大事故等に

対処する要員」という。）は，常日頃から重大事故等時の対応の

ための教育及び訓練を実施することにより，事故対応に必要な力

量の習得を行い，重大事故等時においても的確な判断のもと，平

常心をもって適切な対応操作が行えるように準備している。ま

た，教育及び訓練については，島根原子力発電所原子炉施設保安

規定（以下「保安規定」という。）及び保安規定に基づく社内規

程に基づいて実施しており，事故時操作の知識及び技術の向上に

努めている。 

東京電力福島第一原子力発電所事故以降は，事故の教訓を踏ま

えた緊急安全対策を整備し，全交流動力電源喪失時における初動

活動に備え各種訓練を継続的に実施してきている。具体的には，

電源確保及び給水確保の訓練，がれき撤去のための訓練等を必要

な時間内に成立することの確認も含め，継続的に実施している。 

これらの教育及び訓練は，必要な資機材の運搬，操作手順に従

い行うことを基本とし，更に各機器の取扱いの習熟化を図ってい

る。 

新規制基準として新たに要求された重大事故等対策に係る教育

及び訓練については，保安規定及び保安規定に基づく社内規程に

適切に定め，知識及び技能の向上を図るために定められた頻度，

内容で実施し，必要に応じて手順等の改善を図り実効性を高めて

いくこととしており，教育及び訓練の状況は以下のとおりであ

る。 

また，教育及び訓練の結果を評価し，継続的改善を図っていく

こととし，各項で参照する表に記載の教育及び訓練についても，

今後必要な改善，見直しを行っていくものである。 

なお，緊急時対策本部の構成は添付資料 1.0.10 にて定義のと

おりで，各要員の役割に応じた教育及び訓練を計画的に実施する

が，重大事故等に対処する要員のうち協力会社社員については業

務委託契約に基づき実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7】 

協力会社社員適用範

囲の相違 
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１．基本となる教育（第１，２，３，４表参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）基本教育（第１，２，３表参照） 

ａ．防災教育 

緊急事態応急対策等，原子力防災対策活動に関する知識

を深めるための教育を実施している。 

・「原子力防災組織及び活動に関する知識」 

緊急時対策要員に対して，発電所内外で行われる活動

を踏まえて，各自が実施すべき活動を教育する。 

 

 

 

 

・「放射線防護に関する知識」 

緊急時対策要員のうち技術系所員に対して，放射線の

人体に及ぼす影響，放射線の測定と防護等に関する教育

を実施する。 

・「放射線及び放射性物質の測定方法並び機器を含む防災

対策上の諸設備に関する知識」 

緊急時対策要員のうち保安班の要員に対して，測定対

象に応じた放射線測定器の特徴及びその原理，放射線測

定器の取扱に関する教育を実施する。 

 

 

 

 

 

1． 基本となる教育及び訓練（第1.0.9－1～3表参照） 

災害対策要員に対する教育及び訓練については，机上教育に

て重大事故の現象に対する幅広い知識を付与するため，アクシ

デントマネジメントの概要について教育するとともに，役割に

応じて重大事故等時の原子炉施設の挙動等の教育を実施する。 

 

これら基本となる教育を踏まえ，原子炉施設の冷却機能の回

復のために必要な電源確保及び可搬型設備を使用した給水確保

等の対応操作を習得することを目的に，手順や資機材の取扱い

方法等の要素訓練を年1回以上実施する。また，実施組織及び

支援組織の実効性等を総合的に確認するための発電所総合訓練

を年1回以上実施する。 

 

(1) 教育（第1.0.9－1表，第1.0.9－2表参照） 

ａ．防災教育 

緊急事態応急対策等，原子力防災対策活動に関する知識

を深めるための教育を実施している。 

・「原子力防災体制，組織及び地域防災計画に関する知識」 

災害対策要員に対して，原子力防災組織の構成，各班

の職務を踏まえて，各自が実施すべき活動について教育

する。 

 

 

 

  ・「放射線防護に関する知識」 

災害対策要員に対して，放射線の人体に及ぼす影響，

放射線防護等に関する知識について教育する。 

 

・「放射線及び放射性物質の測定機器並びに測定方法を含

む防災対策上の諸設備に関する知識」 

災害対策要員のうち広報班を除く要員に対して，測定

機器の用途，測定方法，機器の取扱いに関する知識につ

いて教育する。 

 

 

 

 

 

１．基本となる教育及び訓練（第１，２，３，４表参照） 

運転員及び緊急時対策要員に対する教育及び訓練について

は，机上教育にて重大事故の現象に対する幅広い知識を付与す

るため，アクシデントマネジメントの概要について教育すると

ともに，役割に応じて重大事故等時の発電用原子炉施設の挙動

等の教育を実施する。 

これら基本となる教育を踏まえ，発電用原子炉施設の冷却機

能の回復のために必要な電源確保及び可搬型重大事故等対処設

備を使用した給水確保等の対応操作を習得することを目的に，

手順や資機材の取扱い方法等の要素訓練を年１回以上実施す

る。また，実施組織及び支援組織の実効性等を総合的に確認す

るための総合訓練を年１回以上実施する。 

 

（１）基本教育（第１，２，３表参照） 

ａ．防災教育 

緊急事態応急対策等，原子力防災対策活動に関する知識

を深めるための教育を実施している。 

・「原子力防災体制，組織及び活動に関する知識」 

運転員及び緊急時対策要員に対して，原子力防災組織

の構成，各班の職務を踏まえて，各自が実施すべき活動

について教育する。 

 

 

 

・「放射線防護に関する知識」 

運転員及び緊急時対策要員に対して，放射線の人体に及

ぼす影響，放射線防護等に関する知識について教育する。 

 

 ・「放射線及び放射性物質の測定機器並びに測定方法を含

む防災対策上の諸設備に関する知識」 

緊急時対策要員のうち放射線管理班の要員に対して，

測定機器の用途，測定方法，機器の取扱いについて教育

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，原子

力防災対策活動に関す

る知識の中で，地域防

災計画に定める EAL 等

の教育を実施 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

教育対象者の相違 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

放射線測定機器を取

り扱う要員の相違 
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ｂ．アクシデントマネジメント教育 

アクシデントマネジメントに関する教育については，実

施組織となる当直（運転員）への教育については勿論であ

るが，技術支援組織として重大事故等時に中央制御室での

対応をバックアップする緊急時対策要員及び実施組織とし

て現場で活動する緊急時対策要員の知識レベルの向上を図

ることも重要である。そのため，重大事故等時のプラント

の挙動に関する知識の向上を図るとともに，要員の役割に

応じて定期的に知識ベースの理解向上を図る。具体的に

は，教育内容に応じて以下のとおり基礎的知識，応用的知

識に分かれ，それぞれ対象者を設定している。 

 

・基礎的知識：アクシデントマネジメントに関する基礎

的知識 

・応用的知識：事故時のプラント挙動，プラント状況に

合致した機能別設備を活用したアクシデン

トマネジメントの専門的知識 

 

 

（２）原子力防災訓練 

保安規定に定める非常事態に対処するための総合的な訓

練として，原子力防災訓練を実施している。原子力防災訓

練の具体的な要領は，原子力災害対策特別措置法に基づき

定めている柏崎刈羽原子力発電所原子力事業者防災業務計

画に従い実施している。 

原子力防災訓練は，原子力防災管理者の指揮のもと，原

子力防災組織が原子力災害発生時に有効に機能することを

確認するために実施する。また，訓練項目ごとに訓練対象

者の力量向上のために実施する個別訓練，各個別訓練を組

み合わせ組織全体として活動を行う総合訓練があり，それ

ぞれ計画に基づいて実施する。 

 

ｂ．アクシデントマネジメント教育 

アクシデントマネジメントに関する教育については，実

施組織となる運転員への教育については勿論であるが，技

術支援組織としてシビアアクシデント時に中央制御室での

対応をバックアップする災害対策要員及び実施組織として

現場で活動する災害対策要員の知識レベルの向上を図るこ

とも重要である。そのため，重大事故等時の原子炉施設の

挙動に関する知識の向上を図るとともに，要員の役割に応

じて定期的に知識ベ一スの理解向上に資する教育を計画的

に行う。具体的には，教育内容に応じて以下のとおり基礎

的知識，応用的知識に分かれ，それぞれ対象者を設定して

いる。 

・基礎的知識：アクシデントマネジメントに関する基礎

的知識 

・応用的知識：事故時における原子炉施設の挙動，プラ

ント状況に合致した機能別設備を活用した

アクシデントマネジメントの専門的知識 

 

 

(2) 訓練 

保安規定に定める非常事態に対処するための総合的な訓

練として，発電所総合訓練を実施している。発電所総合訓

練の具体的な要領は，原子力災害対策特別措置法に基づき

定めている東海第二発電所原子力事業者防災業務計画に従

い実施している。 

発電所総合訓練は，原子力防災管理者の指揮のもと，原

子力防災組織が原子力災害発生時に有効に機能することを

確認するために実施する。また，訓練項目ごとに訓練対象

者の力量向上のために実施する要素訓練及び本店（東京）

（以下「本店」という。）等と合同で行う原子力防災訓練

があり，それぞれ計画に基づいて実施する。 

 

ｂ．アクシデントマネジメント教育 

アクシデントマネジメントに関する教育については，実

施組織となる運転員への教育については勿論であるが，技

術支援組織としてシビアアクシデント時に中央制御室での

対応をバックアップする緊急時対策要員及び実施組織とし

て現場で活動する緊急時対策要員の知識レベルの向上を図

ることも重要である。そのため，重大事故等時の発電用原

子炉施設の挙動に関する知識の向上を図るとともに，要員

の役割に応じて定期的に知識ベースの理解向上に資する教

育を計画的に行う。具体的には，教育内容に応じて以下の

とおり基礎的知識，応用的知識に分かれ，それぞれ対象者

を設定している。 

・基礎的知識：アクシデントマネジメントに関する基礎

的知識 

・応用的知識：事故時における発電用原子炉施設の挙

動，プラント状況に合致した機能別設備を

活用したアクシデントマネジメントの専門

的知識 

 

（２）原子力防災訓練 

保安規定に定める非常事態に対処するための総合的な訓

練として，原子力防災訓練を実施している。原子力防災訓

練の具体的な要領は，原子力災害対策特別措置法に基づき

定めている島根原子力発電所原子力事業者防災業務計画に

従い実施している。 

原子力防災訓練は，原子力防災管理者の指揮のもと，原

子力防災組織が原子力災害発生時に有効に機能することを

確認するために実施する。また，訓練項目ごとに訓練対象

者の力量向上のために実施する要素訓練，各要素訓練を組

み合わせ組織全体として活動を行う総合訓練があり，それ

ぞれ計画に基づいて実施する。 
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訓練においては，重大事故等対策における中央制御室で

の操作及び動作状況確認等の短時間で実施できる操作以外

の作業や操作について，必要な要員数及び想定時間にて対

応できるよう，教育及び訓練により効率的かつ確実に実施

できるようになっていることを確認する。 

なお，重大事故等対策に使用する資機材・手順書につい

ては，担当箇所にて適切に管理しており，訓練の実施に当

たっては，これらの資機材及び手順書を用いて実施し，訓

練から得られた改善点等を適宜反映することとしている。 

 

原子力防災訓練の具体的な内容について，以下に示す。 

訓練においては，重大事故等対策における中央制御室で

の操作，及び動作状況確認等の短時間で実施できる操作以

外の作業や操作について，必要な要員数及び想定時間にて

対応できるよう，教育及び訓練により効率的かつ確実に実

施できることを確認する。 

なお，重大事故等対策に使用する資機材及び手順書につ

いては，担当箇所にて適切に管理しており，訓練の実施に

当たっては，これらの資機材及び手順書を用いて実施し，

訓練より得られた改善点等を適宜反映することとしてい

る。 

訓練の具体的な内容について，以下に示す。 

 

訓練においては，重大事故等対策における中央制御室で

の操作及び動作状況確認等の短時間で実施できる操作以外

の作業や操作について，必要な要員数及び想定時間にて対

応できるよう，教育及び訓練により効率的かつ確実に実施

できることを確認する。 

なお，重大事故等対策に使用する資機材及び手順書につ

いては，担当箇所にて適切に管理しており，訓練の実施に

当たっては，これらの資機材及び手順書を用いて実施し，

訓練より得られた改善点等を適宜反映することとしてい

る。 

原子力防災訓練の具体的な内容について，以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

ａ．個別訓練（第４表参照） 

 

 

 

 

新規制基準で示される重大事故等対策における技術的能

力審査基準に対応する各手順に対する力量の維持，向上を

図るために実施する事項を第４表に整理している。 

 

発電用原子炉施設の冷却機能の回復のために必要な電源

確保及び可搬型重大事故等対処設備を使用した給水確保等

の対応操作を習得することを目的に，実施組織の要員に対

し，重大事故等対策に関する教育として手順の内容理解

（作業の目的，事故シーケンスとの関係等）や資機材の取

り扱い方法等の習得を図るため個別訓練等を計画的に繰り

返し実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．要素訓練（第1.0.9－3，4表参照） 

教育訓練項目と該当する手順書，対象者及び訓練名を第

1.0.9－3表に整理する。 

第1.0.9－3表に示す災害対策要員の教育訓練の詳細内容

は，技術的能力と訓練の関係を示した第1.0.9－4表に示す

とおりである。新規制基準で示される重大事故等対策にお

ける技術的能力審査基準に対応する各手順に対する力量の

維持，向上を図るために実施すべき事項を第1.0.9－4表に

整理している。 

原子炉施設の冷却機能の回復のために必要な電源確保及

び可搬型設備を使用した給水確保等の対応操作を習得する

ことを目的に，実施組織の要員に対し，重大事故等対策に

関する教育として手順の内容理解（作業の目的，事故シー

ケンスとの関係等）や資機材の取扱い方法等の習得を図る

ため要素訓練等を年1回以上実施する。 

 

なお，現場作業にあたる災害対策要員が，作業に習熟し

必要な作業を確実に完了できるよう，運転員（中央制御室

及び現場）と連携して一連の活動を行う訓練を計画的に取

り入れる。 

 

 

 

 

 

 

ａ．要素訓練（第４表参照） 

 

 

 

 

新規制基準で示される重大事故等対策における技術的能

力審査基準に対応する各手順に対する力量の維持，向上を

図るために実施する事項を第４表に整理している。 

 

発電用原子炉施設の冷却機能の回復のために必要な電源

確保及び可搬型重大事故等対処設備を使用した給水確保等

の対応操作を習得することを目的に，実施組織の要員に対

し，重大事故等対策に関する教育として手順の内容理解

（作業の目的，事故シーケンスとの関係等）や資機材の取

扱い方法等の習得を図るため要素訓練等を年１回以上実施

する。 

   なお，現場作業にあたる緊急時対策要員が，作業に習熟し   

必要な作業を確実に完了できるよう，運転員（中央制御室及

び現場）と連携して一連の活動を行う訓練を計画的に取り入

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，重大

事故等対策に関する主

な訓練について，技術

的能力審査基準との対

応を踏まえ，第４表で

整理 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は緊急時

対策要員と運転員の連

携訓練を実施 
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個別訓練は，現場操作の指揮，発電所対策本部との連絡等 

を行う指揮者，現場操作等を行う担当者等のチームで行い，

各人の事故対応能力の向上，役割分担の確認等を行う。ま

た，力量評価者を置き，原子力災害発生時に対応できるよう

確実に力量が確保されていることを，定期的に評価する。訓

練は，訓練ごとの訓練対象者全員が原則として実際の設備，

活動場所で実施することとするが，実際の設備を使用すると

プラントに影響を及ぼす場合（例：実際の充電中の電源盤へ

の電源ケーブルの接続を実施すると，電気事故，感電が発生

する。）は，訓練設備を用いた訓練を実施する。 

なお，運転員についても上記に準じた訓練，評価を実施

し，第４表の訓練頻度については運転員の習熟等を踏まえ

適宜見直しを行う。 

要素訓練は，現場対応の指揮，発電所災害対策本部との

連絡等を行う指揮者，現場対応者等のチームで行い，各人

の事故対応能力の向上，役割分担の確認等を行う。また，

力量評価者を置き，原子力災害発生時に対応できるよう確

実に力量が確保されていることを定期的に評価する。訓練

は，訓練毎の訓練対象者全員が原則として実際の設備，活

動場所で実施することとするが，実際の設備を使用すると

プラントに影響を及ぼす場合（例:実際の充電中の電源盤へ

の電源ケーブルの接続を実施すると，電気事故又は感電が

発生する）は，訓練設備を用いた訓練を実施する。 

 要素訓練は，現場操作の指揮，緊急時対策本部との連絡等 

を行う指揮者，現場対応者等のチームで行い，各人の事故対

応能力の向上，役割分担の確認等を行う。また，力量評価者

を置き，原子力災害発生時に対応できるよう確実に力量が確

保されていることを定期的に評価する。訓練は，訓練ごとの

訓練対象者全員が原則として実際の設備，活動場所で実施す

ることとするが，実際の設備を使用するとプラントに影響を

及ぼす場合（例：実際の充電中の電源盤への電源ケーブルの

接続を実施すると，電気事故又は感電が発生する。）は，訓

練設備を用いた訓練を実施する。 

なお，運転員についても上記に準じた訓練，評価を実施

し，第４表の訓練頻度については運転員の習熟等を踏まえ

適宜見直しを行う。  

・運用の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，運転

員についても要素訓練

に準じた訓練，評価を

行う 

（ａ）訓練内容は，様々な場合を想定し実施する。活動エリア

の放射線量の上昇が予測される場合には放射線防護具（不

織布カバーオール，全面マスク）を装着して活動を行う

等，悪条件（高線量下，夜間，悪天候（降雨，降雪，強風

等）及び照明機能低下等）を想定し，必要な防護具等を着

用した訓練も実施する。 

これらの訓練内容を網羅的に盛り込んだ教育訓練内容

を設定することにより，円滑かつ確実な災害対策活動が

実施できる要員を継続的に確保することとしている。今

後も悪条件（高線量下，夜間，悪天候（降雨，降雪，強

風等）及び照明機能低下等）を想定し，必要な防護具等

を着用した訓練を取り入れた上で計画的に訓練を行い，

重大事故等対処に係る保安規定変更が施行され運用が開

始されるまでには，必要な訓練対象者に対し訓練が実施

され力量が確保されている状態に体制整備を実施する。 

訓練内容は，様々な場合を想定し実施する。活動エリ

アの放射線量の上昇が予測される場合には放射線防護具

（タイベック，全面マスク）を着用して活動を行うな

ど，悪条件（高線量下，夜間，悪天候（降雨，降雪又は

強風等）及び照明機能低下等）を想定し，必要な防護具

等を着用した訓練も実施する。 

これらの訓練内容を網羅的に盛り込んだ教育訓練内容

を設定することにより，円滑かつ確実な災害対策活動が

実施できる要員を継続的に確保する。今後，計画的に訓

練を行い，重大事故等対処に係る保安規定変更が施行さ

れ運用が開始されるまでには，必要な訓練対象者に対し

訓練が実施され力量が確保されている状態に体制整備を

実施する。 

訓練内容は，様々な場合を想定し実施する。活動エリア

の放射線量の上昇が予測される場合には放射線防護具（汚

染防護服，全面マスク）を着用して活動を行う等，悪条件

（高線量下，夜間，悪天候（降雨，降雪，強風等）及び照

明機能低下等）を想定し，必要な防護具等を着用した訓練

も実施する。 

これらの訓練内容を網羅的に盛り込んだ教育訓練内容を

設定することにより，円滑かつ確実な災害対策活動が実施

できる要員を継続的に確保する。今後，計画的に訓練を行

い，重大事故等対処に係る保安規定変更が施行され運用が

開始されるまでには，必要な訓練対象者に対し訓練が実施

され力量が確保されている状態に体制整備を実施する。 
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（ｂ）アクシデントマネジメント訓練により，アクシデントマ

ネジメントガイドを使用して，事故状況の把握，事象進展

防止・影響緩和策の判断を実施し，発電所対策本部が中央

制御室の運転員を支援できることを確認している。 

また，緊急事態支援組織対応訓練，通報訓練，緊急被ば

く医療訓練，モニタリング訓練，避難誘導訓練により，各

要素の活動が確実に実施できることを確認するとともに，

これらを組み合わせて実施する総合訓練において，重大事

故の発生を想定した場合においても発電所対策本部が総合

的に機能することを確認している。 

また，アクシデントマネジメント訓練により，アクシ

デントマネジメントガイドを使用して，事故状況の把

握，事象進展防止及び影響緩和策の判断を実施し，発電

所災害対策本部が中央制御室の当直を支援できることを

確認している。さらに，災害対策本部対応訓練，原子力

緊急事態支援組織（以下「緊急事態支援組織」とい

う。）対応訓練，通報訓練，緊急被ばく医療訓練，モニ

タリング訓練，避難誘導訓練により，各要素の活動が確

実に実施できることを確認するとともに，これらを組み

合わせて実施する総合訓練において，重大事故等の発生

を想定した場合においても発電所災害対策本部が総合的

に機能することを確認している。 

また，アクシデントマネジメント訓練により，アクシ

デントマネジメントガイドを使用して，事故状況の把

握，事象進展防止及び影響緩和策の判断を実施し，緊急

時対策本部が中央制御室の運転員を支援できることを確

認している。さらに，原子力緊急事態支援組織（以下

「緊急事態支援組織」という。）対応訓練，通報・連絡

訓練，緊急被ばく医療訓練，緊急時モニタリング訓練，

避難誘導訓練により，各要素の活動が確実に実施できる

ことを確認するとともに，これらを組み合わせて実施す

る総合訓練において，重大事故等の発生を想定した場合

においても緊急時対策本部が総合的に機能することを確

認している。 

ｂ．総合訓練 

組織全体としての力量向上を図るために発電所は年１回

以上総合訓練を実施する。各個別訓練を組み合わせ，組織

内各班の情報連携や組織全体の運営が適切に行えるかどう

かの検証を行う。本社等と行う総合訓練においては，当社

経営層も参加し，発電所対策本部における活動の指揮命令

及び情報収集，中央制御室を模擬したシミュレータによる

運転員と発電所対策本部との情報連携，並びに他の災害対

策本部等との連携についての活動訓練を実施することによ

り，原子力災害発生時における発電所と本社等のコミュニ

ケーションの強化を図っている。

ｂ．発電所総合訓練 

組織全体としての力量向上を図るために年1回以上の発電

所総合訓練を実施する。各要素訓練を組み合わせ，組織内

各班の情報連携や組織全体の運営が適切に行えるかどうか

の検証を行う。 

ｃ．原子力防災訓練 

本店等と合同で行う原子力防災訓練においては，当社経

営層も参加し，本店災害対策本部における活動の指揮命令

及び情報収集等の活動訓練を実施することにより，原子力

災害発生時における発電所と本店等のコミュニケーション

の強化を図っている。 

ｂ．総合訓練 

組織全体としての力量向上を図るために発電所は年１回

以上総合訓練を実施する。各要素訓練を組み合わせ，組織

内各班の情報連携や組織全体の運営が適切に行えるかどう

かの検証を行う。本社等と行う総合訓練においては，当社

経営層も参加し，緊急時対策本部における活動の指揮命令

及び情報収集，並びに他の災害対策本部等との連携につい

ての活動訓練を実施することにより，原子力災害発生時に

おける発電所と本社等のコミュニケーションの強化を図っ

ている。 
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また，総合訓練では，適宜，原子力防災センターや自治

体等への情報提供等の連携や，原子力事業所災害対策支援

拠点の立ち上げ，他の原子力事業者との連携（協力要請

等），社外への情報提供（模擬記者会見訓練）等にも取り

組んでいる。具体的には，原子力防災センターへ実際に対

応要員を派遣し，プラントの情報収集や原子力防災センタ

ーからの情報を社内に共有する訓練や，自治体関係者へプ

ラントの情報を直接説明するために人員を派遣し説明を行

う訓練，原子力事業所災害対策支援拠点へ実際に派遣され

る要員自らが拠点を立ち上げる訓練，他の原子力事業者へ

の連携では発電所が発災した場合の支援本部幹事事業者で

ある東北電力株式会社へ実際に協力要請を行う連携訓練，

本社等において社外へのプラントの状況の説明等を行う模

擬記者会見訓練等を行なっている。 

   総合訓練に使用する事故シナリオは，炉心損傷等の重大事   

故を想定したシナリオを用いて発電所対策本部の各活動との

連携が確実に実施できていることを，全体を通して確認して

いる。 

また，２プラント同時被災時の対応等，複数号炉同時被

災のシナリオも取り込み，発電所対策本部の各活動が輻輳

しないことも確認している。 

訓練に当たっては，事象進展に応じて訓練者が対応手段

を判断していくシナリオ非提示型の訓練を実施し，対応能

力を強化するとともに，これまでも地震及び津波による外

部電源喪失だけでなく，様々な自然災害（竜巻，台風，

雷，高潮等）や外部事象，宿直体制等の各事故シーケンス

に対応して実施しており，今後も計画的に実施する。 

保安規定に定める非常事態に対処するための総合的な訓

練として，原子力防災訓練（緊急時演習）を実施してい

る。原子力防災訓練（緊急時演習）は，原子力災害対策特

別措置法に基づき定めている柏崎刈羽原子力発電所原子力

事業者防災業務計画に従い，総合訓練の一環として年１回

実施している。 

また，原子力防災訓練では，適宜，オフサイトセンター

や自治体等への情報提供等の連携，原子力事業所災害対策

支援拠点の立ち上げ，他の原子力事業者との連携（協力要

請等），社外への情報提供（模擬記者会見訓練）等にも取

り組んでいる。具体的には，オフサイトセンターへ実際に

対応要員を派遣し，発電所災害対策本部との情報連携の訓

練や，自治体関係者ヘの電話連絡及びファクシミリ装置を

用いた文書の同時送信による情報提供を行う訓練，原子力

事業所災害対策支援拠点へ実際に派遣される要員自らが拠

点を立ち上げる訓練，他の原子力事業者への連携では発電

所が発災した場合の支援本部幹事事業者である東京電力ホ

ールディングス株式会社へ実際に協力要請を行う連携訓

練，本店等において社外へのプラントの状況の説明等を行

う模擬記者会見訓練等を行っている。 

発電所総合訓練及び原子力防災訓練に使用する事故シナ

リオは，炉心損傷等の重大事故を想定したシナリオを用い

て発電所災害対策本部の各活動との連携が確実に実施でき

ていることを，全体を通して確認している。 

また，東海発電所との同時被災等のシナリオも取り込

み，発電所災害対策本部の各活動が輻輳しないことも確認

している。 

訓練に当たっては，事象進展に応じて訓練者が対応手段

を判断していくシナリオ非提示型の訓練を実施し，対応能

力を強化するとともに，これまでも地震及び津波による外

部電源喪失だけでなく，様々な自然災害や外部事象等に対

応して実施しており，今後も計画的に実施する。 

 

また，総合訓練では，適宜，オフサイトセンターや自治

体等への情報提供等の連携，原子力事業所災害対策支援拠

点の立ち上げ，他の原子力事業者との連携（協力要請

等），社外への情報提供（模擬記者会見訓練）等にも取り

組んでいる。具体的には，オフサイトセンターへ実際に対

応要員を派遣し，緊急時対策本部との情報連携の訓練や，

自治体関係者へプラントの情報を直接説明するために人員

を派遣し説明を行う訓練，原子力事業所災害対策支援拠点

へ実際に派遣される要員自らが拠点を立ち上げる訓練，他

の原子力事業者への連携では発電所が発災した場合の支援

本部幹事事業者である九州電力株式会社へ実際に協力要請

を行う連携訓練，本社等において社外へのプラントの状況

の説明等を行う模擬記者会見訓練等を行っている。 

 

総合訓練に使用する事故シナリオは，炉心損傷等の重大

事故を想定したシナリオを用いて緊急時対策本部の各活動

との連携が確実に実施できていることを，全体を通して確

認している。 

また，複数号炉同時被災のシナリオも取り込み，緊急時

対策本部の各活動が輻輳しないことも確認している。 

 

訓練に当たっては，事象進展に応じて訓練者が対応手段

を判断していくシナリオ非提示型の訓練を実施し，対応能

力を強化するとともに，これまでも地震及び津波による外

部電源喪失だけでなく，様々な自然災害や外部事象等に対

応して実施しており，今後も計画的に実施する。 

 

保安規定に定める非常事態に対処するための総合的な訓

練として，原子力防災訓練を実施している。原子力防災訓

練は，原子力災害対策特別措置法に基づき定めている島根

原子力発電所原子力事業者防災業務計画に従い，総合訓練

の一環として年１回実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

オフサイトセンター

における訓練の相違 
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（３）その他の教育及び訓練 

日本原子力発電株式会社内に設置されている原子力緊急

事態支援組織（以下「緊急時支援組織」という。）に対す

る協力要請等の対応訓練を年１回実施し，緊急時支援組織

への出動要請，資機材の搬入及び資機材を使用した操作訓

練を実際に行うことにより，対応手順及び操作手順の習熟

を図る。さらに緊急時支援組織に緊急時対策要員を定期的

に派遣し，遠隔操作が可能なロボットの操作訓練及び保修

訓練等を行い操作の習熟を図っている。 

 

２．運転員の教育及び訓練（第１，４表参照） 

 

運転員に対する教育及び訓練については，机上教育にて重大

事故の現象に対する幅広い知識を付与するため，重大事故時の

物理挙動やプラント挙動等の教育を実施する。また，知識の向

上と実効性を確認するため，自社のシミュレータ又はＢＷＲ運

転訓練センターにてシミュレーション可能な範囲において，対

応操作訓練を実施する。 

第１表に示すシミュレータ訓練は，従来からの設計基準事象

ベース，設計基準外事象ベースの訓練に加え，国内外で発生し

たトラブル対応訓練，中越沖地震の教訓を反映した地震を起因

とした複合事象の対応訓練，福島第一原子力発電所の事故の教

訓から全交流動力電源喪失を想定した対応訓練等，原子力安全

の達成には運転員の技術的能力の向上が重要であるとの観点か

ら随時拡充し，実施している。また，重大事故が発生したとき

の対応力を養成するため，手順に従った監視，操作において判

断に用いる監視計器の故障や動作すべき機器の不動作等，多岐

にわたる機器の故障を模擬し，関連パラメータによる事象判断

能力，代替手段による復旧対応能力等の運転操作の対応能力向

上を図っている。今後も重大事故等時に適切に対応できるよ

う，シミュレータ訓練を計画的に実施していく。 

また，中央制御室ごとにおける同一直の運転員で連携訓練

を定期的に実施することで，事故時に当直長，当直副長の指

揮のもとに，チームワークを発揮して発電用原子炉施設の安

全を確保できるように，指示，命令系統の徹底，各自の事故

対応能力の向上，役割分担の再確認等を行っている。 

 

 

(3) その他の教育及び訓練 

緊急事態支援組織に対する協力要請等の対応訓練を年1回

実施し，緊急事態支援組織への出動要請，資機材の搬入及

び資機材を使用した操作訓練を実際に行うことにより，対

応及び操作の習熟を図る。更に緊急事態支援組織に災害対

策要員を定期的に派遣し，遠隔操作が可能なロボットの操

作訓練及び保修訓練等を行い操作の習熟を図る。 

 

 

 

2． 運転員に対する教育及び訓練（第1.0.9－1表，第1.0.9－3

表参照） 

運転員に対する教育及び訓練については，机上教育にて重大

事故の現象に対する幅広い知識を付与するため，重大事故等時

の原子炉施設の挙動等の教育を実施する。また，知識の向上と

実効性を確認するため，自社のシミュレータ又はＢＷＲ運転訓

練センターにてシミュレーション可能な範囲において，対応操

作訓練を実施する。 

第1.0.9－1表に示すシミュレータ訓練は，従来からの設計基

準事象ベース，設計基準外事象ベースの訓練に加え，国内外で

発生したトラブル対応訓練，中越沖地震の教訓を反映した地震

を起因とした複合事象の対応訓練，福島第一原子力発電所事故

の教訓から全交流動力電源喪失を想定した対応訓練等，原子力

安全への達成には運転員の技術的能力の向上が重要であるとの

観点から随時拡充し，実施している。また，重大事故等が発生

した時の対応力を養成するため，手順にしたがった監視，操作

において判断に用いる監視計器の故障や動作すべき機器の不動

作等，多岐にわたる機器の故障を模擬し，関連パラメータによ

る事象判断能力，代替手段による復旧対応能力等の運転操作の

対応能力向上を図っている。今後も重大事故等時に適切に対応

できるよう，シミュレータ訓練を計画的に実施していく。 

また，同一直の運転員全員で連携訓練を定期的に実施するこ

とで，事故時に当直発電長の指揮のもとに，チームワークを発

揮して発電用原子炉施設（以下「原子炉施設」という。）の安

全を確保できるように，指示，命令系統の徹底，各人の事故対

応能力の向上，役割分担の再確認等を行っている。 

 

 

（３）その他の教育及び訓練 

日本原子力発電株式会社内に設置されている緊急事態支

援組織に対する協力要請等の対応訓練を年１回実施し，緊

急事態支援組織への出動要請，資機材の搬入及び資機材を

使用した操作訓練を実際に行うことにより，対応及び操作

の習熟を図る。さらに緊急事態支援組織に緊急時対策要員

を定期的に派遣し，遠隔操作が可能なロボットの操作訓練

及び保修訓練等を行い操作の習熟を図る。 

 

 

２．運転員に対する教育及び訓練（第１，４表参照） 

 

運転員に対する教育及び訓練については，机上教育にて重大

事故の現象に対する幅広い知識を付与するため，重大事故等時

の発電用原子炉施設の挙動等の教育を実施する。また，知識の

向上と実効性を確認するため，自社のシミュレータ又はＢＷＲ

運転訓練センターにてシミュレーション可能な範囲において，

対応操作訓練を実施する。 

第１表に示すシミュレータ訓練は，従来からの設計基準事象

ベース，設計基準外事象ベースの訓練に加え，国内外で発生し

たトラブル対応訓練，中越沖地震の教訓を反映した地震を起因

とした複合事象の対応訓練，東京電力福島第一原子力発電所事

故の教訓から全交流動力電源喪失を想定した対応訓練等，原子

力安全への達成には運転員の技術的能力の向上が重要であると

の観点から随時拡充し，実施している。また，重大事故等が発

生したときの対応力を養成するため，手順に従った監視，操作

において判断に用いる監視計器の故障や動作すべき機器の不動

作等，多岐にわたる機器の故障を模擬し，関連パラメータによ

る事象判断能力，代替手段による復旧対応能力等の運転操作の

対応能力向上を図っている。今後も重大事故等時に適切に対応

できるよう，シミュレータ訓練を計画的に実施していく。 

また，同一直の運転員全員で連携訓練を定期的に実施するこ

とで，事故時に当直長の指揮のもとに，チームワークを発揮し

て発電用原子炉施設の安全を確保できるように，指示，命令系

統の徹底，各自の事故対応能力の向上，役割分担の再確認等を

行っている。 
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さらに，運転員は緊急時に緊急時対策要員の対応操作をバッ

クアップできるように電源車及び可搬型代替注水ポンプ（消防

車）の運転や接続の訓練を実施している。 

・体制の相違
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運転員の役割の相違

（島根２号炉は，電源

確保，注水確保に係る

可搬型重大事故等対処

設備の対応操作を，緊

急時対策要員のうち復

旧班にて行う） 

３．当直（運転員）を除く実施組織に対する教育及び訓練（第

２，４表参照） 

緊急時対策要員のうち当直（運転員）を除く実施組織の要

員に対する教育及び訓練については，机上教育にて重大事故

の現象に対する幅広い知識を付与するため，役割に応じてア

クシデントマネジメントの概要について教育するとともに，

重大事故時の物理挙動やプラント挙動等の教育を実施する。 

これら基本となる教育を踏まえ，発電用原子炉施設の冷却

機能の回復のために必要な電源確保及び可搬型設備を使用し

た給水確保等の対応操作を習得することを目的に，手順や資

機材の取り扱い方法等の個別訓練を，年１回以上実施する。

また，実施組織及び支援組織の実効性等を総合的に確認する

ための総合訓練を年１回以上実施する。 

４．支援組織に対する教育及び訓練（第３，４表参照） 

緊急時対策要員のうち支援組織の要員に対する教育及び訓練

については，机上教育にて支援組織の位置付け，実施組織との

連携及び資機材等に関する教育に加え，役割に応じた個別訓練

を実施する。また，実施組織及び支援組織の実効性等を総合的

に確認するための総合訓練を年 1回以上実施する。 

3． 当直（運転員）を除く実施組織に対する教育及び訓練（第

1.0.9－2表，第1.0.9－3表参照） 

災害対策要員のうち当直（運転員）を除く実施組織の要員

に対する教育及び訓練については，机上教育にて重大事故の現

象に対する幅広い知識を付与するため，役割に応じてアクシデ

ントマネジメントの概要について教育するとともに，重大事故

等時の原子炉施設の挙動等の教育を実施する。 

これら基本となる教育を踏まえ，原子炉施設の冷却機能の

回復のために必要な電源確保及び可搬型設備を使用した給水確

保等の対応操作を習得することを目的に，手順や資機材の取り

扱い方法等の個別訓練を年1回以上実施する。また，実施組織

及び支援組織の実効性等を総合的に確認するための発電所総合

訓練を年1回以上実施する。 

4． 支援組織に対する教育及び訓練（第1.0.9－2表，第1.0.9

－3表参照） 

災害対策要員のうち支援組織の要員に対する教育及び訓練に

ついては，机上教育にて支援組織の位置付け，実施組織との連

携及び資機材等に関する教育に加え，役割に応じた要素訓練を

実施する。また，実施組織及び支援組織の実効性等を総合的に

確認するための総合訓練を年1回以上実施する。 

３．当直（運転員）を除く実施組織に対する教育及び訓練（第

２，４表参照） 

緊急時対策要員のうち実施組織の要員に対する教育及び訓練

については，机上教育にて重大事故の現象に対する幅広い知識

を付与するため，役割に応じてアクシデントマネジメントの概

要について教育するとともに，重大事故等時の発電用原子炉施

設の挙動等の教育を実施する。 

これら基本となる教育を踏まえ，発電用原子炉施設の冷却機

能の回復のために必要な電源確保及び可搬型重大事故等対処設

備を使用した給水確保等の対応操作を習得することを目的に，

手順や資機材の取扱い方法等の要素訓練を，年１回以上実施す

る。また，実施組織及び支援組織の実効性等を総合的に確認す

るための総合訓練を年１回以上実施する。 

４．支援組織に対する教育及び訓練（第３，４表参照） 

緊急時対策要員のうち支援組織の要員に対する教育及び訓練

については，机上教育にて支援組織の位置付け，実施組織との

連携及び資機材等に関する教育に加え，役割に応じた要素訓練

を実施する。また，実施組織及び支援組織の実効性等を総合的

に確認するための総合訓練を年 1回以上実施する。 
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５．教育及び訓練計画の頻度の考え方（第５表参照） 

各要員に対し必要な教育及び訓練を年１回以上実施し，教育

及び訓練の有効性評価を行い，力量の維持及び向上が図れる実

施頻度への見直しを実施する。 

・各要員が力量の維持及び向上を図るためには，各要員の

役割に応じた教育及び訓練を受ける必要がある。各要

員の役割に応じた教育及び訓練を計画的に繰り返すこと

により，各手順を習熟し，力量の維持及び向上を図る。

・各要員の力量評価の結果に基づき教育及び訓練の有効性

評価を行い，年１回の実施頻度では力量の維持が困難と

判断される教育及び訓練については，年２回以上の実施

頻度に見直す。

有効性評価の結果，現状，実施頻度を年２回以上としている

訓練の例は，次のとおり。 

・瓦礫撤去訓練（２回／年）

・電源車，ガスタービン発電機（GTG）操作訓練（２回／

年） 

・ケーブル接続訓練（２回／年）

・可搬型代替注水ポンプ（消防車）による連結送水訓練

（２回／年） 

5． 教育及び訓練計画の頻度の考え方（第1.0.9－5表参照） 

各要員に対し必要な教育及び訓練を年1回以上実施し，教育

及び訓練の有効性評価を行い，力量の維持及び向上が図れる実

施頻度に見直す。 

・各要員が力量の維持及び向上を図るためには，各要員の

役割に応じた教育及び訓練を受ける必要がある。各要員

の役割に応じた教育及び訓練を年1回以上，毎年繰り返す

ことにより，各手順及び操作を習熟し，力量の維持及び

向上を図る。

・各要員の力量評価の結果に基づき教育及び訓練の有効性

評価を行い，年1回の実施頻度では力量の維持が困難と判

断される教育及び訓練については，年2回以上の実施頻度

に見直す。

５．教育及び訓練計画の頻度の考え方（第５表参照） 

各要員に対し必要な教育及び訓練を年１回以上実施し，教育

及び訓練の有効性評価を行い，力量の維持及び向上が図れる実

施頻度に見直す。 

・各要員が力量の維持及び向上を図るためには，各要員の

役割に応じた教育及び訓練を受ける必要がある。各要員

の役割に応じた教育及び訓練を年１回以上，毎年繰り返

すことにより，各手順及び操作を習熟し，力量の維持及

び向上を図る。

・各要員の力量評価の結果に基づき教育及び訓練の有効性

評価を行い，年１回の実施頻度では力量の維持が困難と

判断される教育及び訓練については，年２回以上の実施

頻度に見直す。

・記載方針の相違
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 有効性評価の結果，

実施頻度を年２回以上

に見直した実績の相違 

６．教育及び訓練の効果の確認についての整理（第６表参照） 

各要員が必要な教育及び訓練を計画的に実施し，力量の維

持・向上が図られていることを確認することにより，教育及び

訓練内容が適切であることを確認する。力量を有していると確

認された要員は，管理リストへの反映により管理している。各

要員に必要な力量の維持・向上が図られていない場合は，教育

及び訓練内容の改善を速やかに実施する。 

6． 教育及び訓練の効果の確認についての整理（第1.0.9－6表

参照） 

各要員が必要な教育及び訓練を計画的に実施し，力量の維持

及び向上が図られていることを確認することにより，教育及び

訓練内容が適切であることを確認する。力量を有していると確

認された要員は，管理リストへの反映により管理する。 

６．教育及び訓練の効果の確認についての整理（第６表参照） 

各要員が必要な教育及び訓練を計画的に実施し，力量の維持

及び向上が図られていることを確認することにより，教育及び

訓練内容が適切であることを確認する。力量を有していると確

認された要員は，管理リストへの反映により管理する。各要員

に必要な力量の維持及び向上が図られていない場合は，教育及

び訓練内容の改善を速やかに実施する。 
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（１）要員の力量管理並びに教育及び訓練の有効性評価 

教育及び訓練の効果については，各要員が必要な教育及

び訓練を計画的に実施し，力量の維持及び向上が図られて

いることをもって確認する。 

・各要員が社内マニュアルに従い，確実に教育及び訓練を

実施していることの確認を行う。 

・各要員の力量の評価は，教育の履歴及び訓練における対

応操作の評価結果で行い，各要員の力量の維持及び向上

が図られていることを確認する。あわせて，必要な力量

を有した要員を確保できているか確認することにより教

育及び訓練の有効性評価を行う。 

・教育及び訓練の有効性評価は，教育及び訓練計画書へ反

映する。 

(1) 要員の力量管理並びに教育及び訓練の有効性評価 

教育及び訓練の効果については，各要員が必要な教育及

び訓練を計画的に実施し，力量の維持及び向上が図られて

いることをもって確認する。 

・各要員が社内規程に従い，確実に教育及び訓練を実施し

ていることの確認を行う。 

・各要員の力量の評価は，教育の履歴及び訓練における対

応操作の評価結果で行い，各要員の力量の維持及び向上

が図られていることを確認する。合わせて，必要な力量

を有した要員を確保できているか確認することにより教

育及び訓練の有効性評価を行う。 

・教育及び訓練の有効性評価は，教育及び訓練計画書へ反

映する。 

なお，訓練により必要な力量を有していないと判断され

た場合，例えば所定の時間内に必要な操作を適切に完了で

きない場合等は，その要員を災害対策要員から外し，再

度，必要な教育及び訓練を実施することにより，力量の確

実な維持・向上を図ることとしている。 

 

（１）要員の力量管理並びに教育及び訓練の有効性評価 

教育及び訓練の効果については，各要員が必要な教育及

び訓練を計画的に実施し，力量の維持及び向上が図られて

いることをもって確認する。 

・各要員が社内規程に従い，確実に教育及び訓練を実施し

ていることの確認を行う。 

・各要員の力量の評価は，教育の履歴及び訓練における対

応操作の評価結果で行い，各要員の力量の維持及び向上

が図られていることを確認する。併せて，必要な力量を

有した要員を確保できているか確認することにより教育

及び訓練の有効性評価を行う。 

・教育及び訓練の有効性評価は，教育及び訓練計画書へ反

映する。 

なお，訓練により必要な力量を有していないと判断され

た場合，例えば所定の時間内に必要な操作を適切に完了で

きない場合等は，その要員を緊急時対策要員から外し，再

度，必要な教育及び訓練を実施することにより，力量の確

実な維持・向上を図ることとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）対応能力の向上 

総合訓練における評価の信頼性向上を図るため，ＷＡＮ

Ｏ（世界原子力発電事業者協会）の「パフォーマンス目標

と基準」の評価項目を取り入れた緊急時対策本部要員の訓

練評価シートを整備している。訓練参加者以外の者を評価

者として配置し，評価者が訓練評価シートを用いて訓練参

加者の対応状況を確認，評価する。総合訓練実施後は，訓

練参加者及び評価者で訓練を振り返り，反省点，課題等を

集約する等，訓練の実施結果を確認し，その中から改善が

必要な事項を抽出し，手順，資機材，教育及び訓練計画へ

の反映を行う。また，ＷＡＮＯピアレビュー，ＩＡＥＡ

（国際原子力機関）のＯＳＡＲＴ（運転安全調査団）等社

外機関を招き，教育及び訓練を含む取り組みについて，社

外の視点での客観的な評価も取り入れている。 

 

 

 

 

 

(2) 対応能力の向上 

総合訓練における評価の信頼性向上を図るため，ＷＡＮ

Ｏ（世界原子力発電事業者協会）の「達成目標と基準」の

評価項目を取り入れた災害対策要員の訓練評価シートを整

備する。訓練参加者以外の者を評価者として配置し，評価

者が訓練評価シートを用いて訓練参加者の対応状況を確認

し，評価する。総合訓練実施後は，訓練参加者及び評価者

で訓練を振返り，反省点，課題等を集約する等，訓練の実

施結果を確認し，その中から改善が必要な事項を抽出し，

手順，資機材，教育及び訓練計画への反映を行う。また，

ＷＡＮＯピアレビュー等により，教育及び訓練を含む取り

組みについて，社外の原子力発電所経験者から客観的な評

価も取り入れている。 

 

 

 

 

 

 

（２）対応能力の向上  

総合訓練における評価の信頼性向上を図るため，ＷＡＮ

Ｏ（世界原子力発電事業者協会）の「パフォーマンス目標

と基準」の評価項目を取り入れた緊急時対策要員の訓練評

価シートを整備する。訓練参加者以外の者を評価者として

配置し，評価者が訓練評価シートを用いて訓練参加者の対

応状況を確認し，評価する。総合訓練実施後は，訓練参加

者及び評価者で訓練を振り返り，反省点，課題等を集約す

る等，訓練の実施結果を確認し，その中から改善が必要な

事項を抽出し，手順，資機材，教育及び訓練計画への反映

を行う。また，ＷＡＮＯ等の社外機関のピアレビューを受

け，教育及び訓練を含む取り組みについて，社外の視点で

の客観的な評価も取り入れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

ピアレビューを実施

する社外機関の相違 

（島根２号炉は，WANO

及び JANSI のピアレビ

ューを実施している） 
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７．実務経験によるプラント設備の習熟（第７表参照） 

 

運転員及び緊急時対策要員のうち保全部員は，計画的に実施

する教育及び訓練の他，日常業務に応じた実務経験を通じてプ

ラント設備の習熟を図っている。 

運転員は，通常時に実施する項目を定めた手順書に基づき，

設備の巡視点検，定例試験及び運転に必要な操作を行うことに

より，普段から，設備についての習熟を図る。 

緊急時対策要員のうち保全部員は，設備の点検において，保

守実施方法をまとめた社内マニュアルに基づき，現場にて，巡

視点検，分解機器の状況確認，組立状況確認及び試運転の立会

確認を行うとともに，施工要領書の内容確認及び作業工程検討

等の保守点検活動を行うことにより，普段から，設備について

の習熟を図る。また，技能訓練施設にてポンプ，弁設備の分解

点検，調整，部品交換等の実習を社員自らが実施することによ

り技能及び知識の向上を図る。 

 

 

 

なお，予備品を用いた補機冷却系ポンプ電動機の復旧作業

は，協力企業の支援による実施としているが，本復旧作業は事

故収束後のプラント安定状態を継続する上で有効であることか

ら，直営訓練等を通じて復旧手順の整備や作業内容把握，技能

訓練施設において予備品の類似機器を用いた分解点検や組立作

業訓練等を通じて現場技能向上への取り組みを継続的に実施す

る。 

 

7． 実務経験によるプラント設備への習熟（第1.0.9－7表参

照） 

運転員及び保修室員は，計画的に実施する教育及び訓練の

他，実務経験を通じてプラント設備への習熟を図っている。 

 

運転員は，通常時に実施する項目を定めた手順書に基づき設

備の巡視点検，定期試験及び運転に必要な操作を行うことによ

り，普段から設備についての習熟を図る。 

保修室員は，設備の点検において，保守実施方法をまとめた

社内規程に基づき，現場に立ち，巡視点検，分解機器の状況確

認，組立状況確認及び試運転の立会確認を行うとともに，工事

要領書の内容確認及び作業工程検討等の保守点検活動を行うこ

とにより普段から設備についての習熟を図る。また，重大事故

等時において復旧を迅速に実施するために，普段から保守点検

活動を社員自らが行って部品交換等の実務経験を積むこと等に

より，原子炉施設及び予備品等について熟知する。併せて，研

修施設にてポンプ，弁設備の分解点検，調整，部品交換等の実

習を社員自らが実施することにより技能及び知識の向上を図

る。 

なお，予備品を用いた残留熱除去系海水系ポンプ用電動機及

び非常用ディーゼル発電機海水ポンプ用電動機の復旧作業は，

協力企業の支援による実施としているが，本復旧作業は事故収

束後のプラント安定状態を継続する上で有効であることから，

直営訓練等を通じて復旧手順の整備や作業内容把握，研修施設

において予備品の類似機器を用いた分解点検や組立作業訓練等

を通じて現場技能向上への取り組みを継続的に実施する。 

 

７．実務経験によるプラント設備の習熟（第７表参照） 

 

運転員及び保修部員は，計画的に実施する教育及び訓練の

他，実務経験を通じてプラント設備への習熟を図っている。 

 

運転員は，通常時に実施する項目を定めた手順書に基づき，

設備の巡視点検，定期試験及び運転に必要な操作を行うことに

より，普段から設備についての習熟を図る。 

保修部員は，設備の点検において，保守実施方法をまとめた

手順書に基づき，現場にて，巡視点検，分解機器の状況確認，

組立状況確認及び試運転の立会確認を行うとともに，作業要領

書の内容確認及び作業工程検討等の保守点検活動を行うことに

より，普段から設備についての習熟を図る。また，訓練施設に

てポンプ，弁設備の分解点検，調整，部品交換等の実習を社員

自らが実施することにより技能及び知識の向上を図る。 

 

 

 

 

なお，予備品を用いた原子炉補機海水ポンプ電動機の復旧作

業は，協力会社の支援による実施としているが，本復旧作業は

事故収束後のプラント安定状態を継続する上で有効であること

から，直営訓練等を通じて復旧手順の整備や作業内容把握，訓

練施設において予備品の類似機器を用いた分解点検や組立作業

訓練等を通じて現場技能向上への取り組みを継続的に実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

保守点検活動におけ

る直営作業実施の相違 

 

 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

海水系の設備構成の

相違 

【柏崎 6/7】 

原子炉補機冷却系に

ついて，原子炉補機海

水系と設置場所が同一

ではない屋内に設置し

ているため島根２号炉

では選定対象外 
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８．自衛消防隊（当社社員以外）の教育及び訓練参加について 

 

自衛消防隊のうち，協力企業社員は，個別に締結している業

務委託契約に基づいて必要な教育及び訓練を行うこととし，当

社が作成した計画に従い，必要な教育を受け，当社が実施する

個別訓練及び総合訓練に参加することにより，必要な力量の維

持・向上を図る。 

 

8． 初期消火対応要員（当社社員以外）の教育及び訓練参加に

ついて 

初期消火対応要員のうち，当社社員以外の協力企業社員は，

個別に締結している業務委託契約に基づいて必要な教育訓練を

行うこととしている。このため，初期消火対応要員も当社が作

成した教育訓練プログラムに従い必要な教育を受け，当社が実

施する要素訓練及び総合訓練に参加することにより必要な力量

の維持及び向上を図ることとしている。 

 

８．協力会社社員の教育及び訓練参加について 

 

重大事故等に対処する要員のうち，当社社員以外の協力会社

社員は，個別に締結している業務委託契約に基づいて必要な教

育訓練を行うこととしている。このため，当社が作成した計画

に従い必要な教育を受け，当社が実施する要素訓練及び総合訓

練に参加することにより，必要な力量の維持及び向上を図るこ

ととしている。 

 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7】 

協力会社社員適用範

囲の相違 

９．本社の緊急時対策要員の教育及び訓練について 

 

本社の緊急時対策要員に対しては，原子力防災対策活動及び

重大事故等の現象について理解するための教育を行う。また，

発電所対策本部への支援，社内外の情報収集及び災害状況の把

握，情報発信，関係組織への連絡等，本社の活動に関する訓練

を役割に応じて行い，必要な力量の維持・向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9． 本店（東京）の総合災害対策本部要員の教育及び訓練につ

いて 

本店の総合災害対策本部要員に対しては，原子力防災対策活

動及び重大事故等の現象について理解するための教育を行う。

また，発電所の災害対策本部への支援，社内外の情報収集及び

災害状況の把握，情報発信，関係組織への連絡など本店の活動

に関する訓練を役割に応じて行い，必要な力量の維持及び向上

を図る。 

９．本社の緊急時対策要員の教育及び訓練について 

 

本社の緊急時対策要員に対しては，原子力防災対策活動及び

重大事故等の現象について理解するための教育を行う。また，

緊急時対策本部への支援，社内外の情報収集及び災害状況の把

握，情報発信，関係組織への連絡など本社の活動に関する訓練

を役割に応じて行い，必要な力量の維持及び向上を図る。 
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まとめ資料比較表〔技術的能力 1.0.9 重大事故等対策の対処に係る教育及び訓練について〕 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第
１
表
 
重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
教
育
及
び
訓
練
（
運
転
員
の
主
な
教
育
内
容
）
（
１
／
２
）

 

第
1.
0.
9－

1
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
教
育
（
運
転
員
の
主
な
教
育
内
容
）
（
1／

2）
 

 

第
１
表
 
重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
教
育

及
び
訓
練
（
運
転
員
の
主
な
教
育

内
容
）
（
１
／
２
）
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第
１
表
 
重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
教
育
及
び
訓
練
（
運
転
員
の
主
な
教
育
内
容
）
（
２
／
２
）

 

第
1.
0.
9－

1
表

 重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
教
育
（
運
転
員
の
主
な
教
育
内
容
）
（
2／

2）
 

 

第
１
表
 
重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
教
育
及
び
訓
練
（
運
転
員
の
主
な
教
育
内
容
）
（
２
／
２
）

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，「津波

アクシデントマネジメ

ントの概要」は「アク

シデントマネジメント

概要」に含め実施 
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第
２
表
 
重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
教
育
及
び
訓
練
（
実
施
組
織
（
運
転
員

を
除
く
）
の
主
な
教
育
内
容
）

 

第
1.
0.
9－

2
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
教
育
（
災
害
対
策
要
員
（

当
直
（
運
転
員
）
を
除
く
）
の
主
な
教
育
内
容
）
（

1／
2
）
 

 

第
２
表
 
重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
教
育
及
び
訓
練
（
実
施
組
織
（
運
転
員
を
除
く
。
）
の
主
な
教
育
内
容
）

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，「津波

アクシデントマネジメ

ントの概要」は「アク

シデントマネジメント

概要」に含め実施 

 

・体制の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，実施

組織と支援組織に分割

記載 
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第

1.
0.
9－

2
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
教
育
（
災
害
対
策
要
員
（

当
直
（
運
転
員
）
を
除
く
）
の
主
な
教
育
内
容
）
（

2／
2
）
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第
３
表
 

重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
教
育
及
び
訓
練
（
支
援
組
織

の
主
な
教
育
内
容
）

第
３
表
 

重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
教
育
及
び
訓
練
（
支
援
組
織

の
主
な
教
育
内
容
）

・運用の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，「津波

アクシデントマネジメ

ントの概要」は「アク

シデントマネジメント

概要」に含め実施 
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第
４
表
 

重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
主
な
訓
練
（
１
／
６
）

 

第
1.
0.
9－

3
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
訓
練
（
教
育
訓
練
項
目
と
対
象
者
及
び
訓
練
名
の
関
係
）
（

1／
9）

 
 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，重大

事故等対策に関する主

な訓練について，技術

的能力審査基準との対

応を踏まえ，第４表で

整理 
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表
 

重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
主
な
訓
練
（
２
／
６
）

 

第
1.
0.
9－

3
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
訓
練
（
教
育
訓
練
項
目
と
対
象
者
及
び
訓
練
名
の
関
係
）
（

2／
9）
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第
４
表
 

重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
主
な
訓
練
（
３
／
６
）

 

第
1.
0.
9－

3
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
訓
練
（
教
育
訓
練
項
目
と
対
象
者
及
び
訓
練
名
の
関
係
）
（

3／
9）
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第
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表
 

重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
主
な
訓
練
（
４
／
６
）

 

第
1.
0.
9－

3
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
訓
練
（
教
育
訓
練
項
目
と
対
象
者
及
び
訓
練
名
の
関
係
）
（

4／
9）
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第
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表
 

重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
主
な
訓
練
（
５
／
６
）

 

第
1.
0.
9－

3
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
訓
練
（
教
育
訓
練
項
目
と
対
象
者
及
び
訓
練
名
の
関
係
）
（

5／
9）
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第

1.
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9－

3
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
訓
練
（
教
育
訓
練
項
目
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対
象
者
及
び
訓
練
名
の
関
係
）
（

6／
9）
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訓
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4
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第
４
表
 
重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
主
な
訓
練
（
１
／
２
０
）

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，重大

事故等対策に関する主

な訓練について，技術

的能力審査基準との対

応を踏まえ，第４表で

整理 
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第
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重
大
事
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等
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す
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な
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（
２
／
２
０
）
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訓
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の
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係
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（
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4
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第
４
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重
大
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対
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す
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な
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（
６
／
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０
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第
４
表
 
重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
主
な
訓
練
（
１
６
／
２
０
）

 

 

1.0-1935



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
1
7／

41
）

 
 

第
４
表
 
重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
主
な
訓
練
（
１
７
／
２
０
）

  

 

1.0-1936



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
1
8／

41
）

 
 

第
４
表
 
重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
主
な
訓
練
（
１
８
／
２
０
）

  

 

1.0-1937



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
1
9／

41
）

 
 

第
４
表
 
重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
主
な
訓
練
（
１
９
／
２
０
）

  

 

1.0-1938



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1
.
0
.
9
－
4
表

 
重
大
事
故
等

対
策
に
係

る
教
育

訓
練
（

技
術

的
能
力
と

教
育

訓
練

の
関

係
）

（
2
0
／

4
1
）

 
 

第
４
表
 
重
大
事
故
等
対
策
に
関
す
る
主
な
訓
練
（
２
０
／
２
０
）

  

 

1.0-1939



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
2
1／

41
）

 
  

 

1.0-1940



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
2
2／

41
）

 
  

 

1.0-1941



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
2
3／

41
）

 
  

 

1.0-1942



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
2
4／

41
）

 
  

 

1.0-1943



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
2
5／

41
）

 
  

 

1.0-1944



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1
.
0
.
9
－
4
表

 
重
大
事
故
等

対
策
に
係

る
教
育

訓
練
（

技
術

的
能
力
と

教
育

訓
練

の
関

係
）

（
2
6
／

4
1
）

 
  

 

1.0-1945



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
2
7／

41
）

 
  

 

1.0-1946



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
2
8／

41
）

 
  

 

1.0-1947



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
2
9／

41
）

 
  

 

1.0-1948



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
3
0／

41
）

 
  

 

1.0-1949



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
3
1／

41
）

 
  

 

1.0-1950



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
3
2／

41
）

 
  

 

1.0-1951



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
3
3／

41
）

 
  

 

1.0-1952



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
3
4／

41
）

 
  

 

1.0-1953



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
3
5／

41
）

 
  

 

1.0-1954



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
3
6／

4
1）

  
 

 

 

1.0-1955



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
3
7／

4
1）

 
  

 

1.0-1956



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
3
8／

4
1）

 
  

 

1.0-1957



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
3
9／

4
1）

 
  

 

1.0-1958



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
4
0／

4
1）

 
  

 

1.0-1959



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

第
1.
0.
9－

4
表
 重

大
事
故
等
対
策
に
係
る
教
育
訓
練
（
技
術
的
能
力
と
教
育
訓
練
の
関
係
）
（
4
1／

4
1）

 
  

 

1.0-1960



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
第
５
表
 

教
育
及
び
訓
練
計
画
の
頻
度
の
考
え
方
に
つ

い
て

 
第

1.
0.
9－

5
表
 教

育
及
び
訓
練
計
画
の
頻
度
の
考
え
方
に
つ
い
て
 

 

第
５
表
 

教
育
及
び
訓
練
計
画
の
頻
度
の
考
え
方
に
つ
い
て
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【柏崎 6/7】 

有効性評価の結果，
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まとめ資料比較表〔技術的能力 1.0.9 重大事故等対策の対処に係る教育及び訓練について〕 
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補足１ 

 

 要員の力量評価及び教育訓練の有効性評価について 

 

１．要員の力量評価 

  各要員の力量評価は，訓練における対応状況をあらかじめ定

めた力量水準に照らして行う。具体的には，訓練ごとに設定し

た判定基準を満たした訓練を有効なものとし，その訓練におけ

る各要員の対応状況を評価する。評価は，当該訓練で既に力量

を有している者を評価者として配置し，評価者が評価対象の要

員の対応状況を確認し，第２表に示す力量水準に照らして力量

レベルを判定する。（第１，２表参照） 

なお，判定基準を満たさなかった訓練については，判定基準

を満たすまで訓練を行う。 

 

第１表 力量評価の例

 

 

第２表 力量レベルと力量水準の例 

 

補足 1 

 

要員の力量評価及び教育訓練の有効性評価について 

 

1. 要員の力量評価（表 1，表 2，表 3参照） 

各要員の評価は，社内規程にて力量基準を設定し，力量評価

を行うこととする。力量評価の方法は，訓練毎に設定した判定

基準を満たした訓練を有効なものとし，その訓練における各要

員の対応状況を評価する。評価は，当該訓練で既に力量を有し

ている者を評価者として配置し，評価者が評価対象の要員の対

応状況を確認し，表3に示す力量水準に照らして力量レベルを

判定していくこととする。 

 

 

 

表1 要素訓練評価の例 

 

 

補足１ 

 

要員の力量評価及び教育訓練の有効性評価について 

 

１．要員の力量評価（第１，２表参照） 

  各要員の力量評価は，訓練における対応状況をあらかじめ定

めた力量水準に照らして行う。具体的には，訓練ごとに設定し

た判定基準を満たした訓練を有効なものとし，その訓練におけ

る各要員の対応状況を評価する。評価は，当該訓練で既に力量

を有している者を評価者として配置し，評価者が評価対象の要

員の対応状況を確認し，第２表に示す力量水準に照らして力量

レベルを判定する。 

なお，判定基準を満たさなかった訓練については，判定基準

を満たすまで訓練を行う。 

 

第１表 力量評価の例 

 

第２表 力量レベルと力量水準の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，判定

基準を満たさない場合

の対応を記載 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

力量レベル及び力量

水準の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.0-1964



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

表2 訓練担当と力量水準の例 

 

 

表 3 評価水準の例 
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２．教育訓練の有効性評価 

  教育訓練の有効性は，個別訓練ごとに必要人数を満たしてい

るか否かを確認することで評価する。具体的には，各要員の力

量評価の結果を訓練ごとに集約し，必要な力量を有した要員を

確保できているか確認することにより行う。（第３表参照）そ

の結果，必要な力量を有した要員が確保できていない場合に

は，教育訓練の実施頻度，内容等を見直す。 

 

第３表 教育訓練の有効性評価の例 

 

2. 教育訓練の有効性評価 

教育訓練の有効性は，要素訓練毎に必要人数を満たしている

か否かを確認することで評価を行うこととする。有効性の評価

方法は，各要員の力量評価を訓練毎に集約し，必要な力量を有

した要員が確保できていないような状況になるおそれがある場

合には，教育訓練の実施頻度，内容等を見直すこととする。 

 

2. 教育訓練の有効性評価 

  教育訓練の有効性は，要素訓練毎に必要人数を満たしている

か否かを確認することで評価を行うこととする。有効性の評価

方法は，各要員の力量評価を訓練毎に集約し，必要な力量を有

した要員を確保できているか確認することにより行う。その結

果，判定基準を満たさない訓練が連続した場合など，必要な力

量を有した要員が確保できていないような状況になるおそれが

ある場合には，教育訓練の実施頻度，内容等を見直すこととす

る。 
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補足２ 

社外評価に対するフィードバックについて 

２０１５年６月２９日から２０１５年７月１３日にかけて，柏

崎刈羽原子力発電所６号及び７号炉を対象に受審した国際原子力

機関（ＩＡＥＡ）による運転安全評価レビューを具体例に，社外

評価に対するフィードバックについて示す。 

 今回の社外評価では，運営面を中心とする有益な推奨を６件，

提案を９件頂き，より高い水準の安全レベルを目指すために重要

な課題であると認識した。指摘事項に対しては，発電所が中心と

なり本社と連携しレビュー直後から速やかに対策の検討を開始

し，既に展開中のものもあり，今後，全てのレビュー内容を着実

に反映していくこととしている。発電所内では定期的に進捗を確

認するとともに，本社は発電所の対応状況を確認し，必要に応じ

て支援を行う。 

 また，今後，フォローアップレビューを受けることにより，当

社の改善の進捗を確認いただく予定です。 

なお，今回の社外評価における主な指摘事項と当社の対応方針

を下記の第１表に示す。 

第１表 ＩＡＥＡ 運転安全評価レビューにおける指摘事項と対

応方針（抜粋） 

補足 2 

社外評価に対するフィードバックについて 

原子力安全に対する発電所における種々の訓練及び活動の有効

性を評価する第三者機関として，ＷＡＮＯ（世界原子力発電事業

者協会）及びＪＡＮＳＩ（原子力安全推進協会）がある。 

ＷＡＮＯは，種々の訓練及び活動について，世界中の原子力発

電所の経験を踏まえ，各分野の世界最高水準（エクセレント）の

振る舞いを事業者に提供している。各発電所は４年毎にピアレビ

ューを受け，種々の訓練及び活動と世界最高水準との差（ギャッ

プ）をＡＦＩ（Area For Improvement；改善提言）として受け，

計画的に改善活動を行う。 

東海第二発電所では，2014 年 2月 19 日～2014 年 3月 5 日に，

ＷＡＮＯピアレビューを受けた。この時に受けたＡＦＩについ

て，ＷＡＮＯ Performance Improvement Guideline 等を参考に

改善を進め，その後，当社が公表している自主的かつ継続的安全

性向上の取組みと合わせて計画的に改善に取組んでいる。2016

年 6月 13 日～2016 年 6月 17 日には，ＷＡＮＯフォローアップ

ピアレビューを受け，当社の改善の方向性及び進捗状況について

確認を受けた。 

一方，ＪＡＮＳＩについても，ＷＡＮＯと同様の考え方で１０

分野（運転，保修，放射線防護，火災防護，緊急時対応，組織・

管理体制等）について，定期的な発電所のピアレビューを行って

おり，ＡＦＩを提示することで，各発電所の種々の訓練及び活動

の改善を促している。 

東海第二発電所では，これまでにＪＡＮＳＩピアレビューは受

けていないが，他発電所と同様に，再稼働前及び再稼働以降も定

期的にＷＡＮＯ及びＪＡＮＳＩのピアレビューを受けることで，

継続的に種々の訓練及び活動の改善を行っていく。 

補足２ 

社外評価に対するフィードバックについて 

 原子力安全に対する発電所における種々の訓練及び活動の有効

性を評価する第三者機関として，ＷＡＮＯ（世界原子力発電事業

者協会）及びＪＡＮＳＩ（原子力安全推進協会）がある。 

 ＷＡＮＯは，種々の訓練及び活動について，世界中の原子力発

電所の経験を踏まえ，各分野の世界最高水準（エクセレンス）の

振る舞いを事業者に提供している。各発電所は４年ごとにピアレ

ビューを受け，種々の訓練及び活動と世界最高水準との差（ギャ

ップ）をＡＦＩ（Area For Improvement：要改善事項）として受

け，計画的に改善活動を行う。 

 ＪＡＮＳＩは，ＷＡＮＯと同様の考え方で，定期的な発電所の

ピアレビューを行っており，ＡＦＩを提示することで各発電所の

種々の訓練及び活動の改善を促している。 

 島根原子力発電所では，2019 年８月 22 日から 2019 年９月５

日に，ＷＡＮＯピアレビューを受けた。この時に受けたＡＦＩに

ついて，ＷＡＮＯ Guideline 等を参考に改善を進め，計画的に

改善に取り組んでいる。 

また， 2017 年 11 月７日から 2017 年 11 月 22 日には，ＪＡＮ

ＳＩピアレビューを受けた。この時に受けたＡＦＩについてもＷ

ＡＮＯピアレビューと同様に，計画的に改善に取り組んでいる。 

 今後も定期的にＷＡＮＯ及びＪＡＮＳＩのピアレビューを受け

ることで，継続的に種々の訓練及び活動の改善を行っていく。 

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

社外評価機関，受入

実績の相違 

1.0-1967



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

補足３ 

全交流動力電源喪失（ＳＢＯ）環境下における操作項目の訓練実

績について 

１．訓練実績 

  有効性評価シナリオにおける操作項目及び全交流動力電源喪

失（以下。ＳＢＯという）時に期待している操作項目につい

て，平成２８年度の訓練実績を第１表，第２表に記載する。 

  これら訓練は操作項目に応じて， 

・手順書を用いた机上確認

・シミュレータを用いた通常時の運転操作や事故対応操作の

訓練

・中央制御室及び現場にて，操作員が手順に従い対応する訓

練（実際に操作出来ない弁については，当該弁の前で模擬

操作等を行い訓練）により対応している。

２．ＳＢＯ時を想定した訓練について 

  建屋内には可搬型照明設備を設置しているため，ＳＢＯ時の

対応操作への影響はないと考えるが，ＳＢＯ時に操作場所が暗

所となる場合を想定したＳＢＯ環境下の訓練についても，計画

的に実施している。 

  建屋内操作場所のＳＢＯ環境下の模擬は，プラント運転中で

は安全確保上難しいことから，プラント停止中に実施する訓練

として位置づけている。また，操作場所の照明消灯等により暗

所を模擬し，暗所でも操作対象弁が分かるよう反射テープや蛍

光マーカーを施した弁の模擬操作訓練を行う等，実践的な訓練

を行うことで，運転員の力量向上に努めている。 

  なお，屋外の対応操作については，夜間，荒天等様々な環境

においても対応ができるよう，悪条件を想定した訓練を行って

いる。 

 ３．その他 

  これまで対応操作の習熟のため，単一の対応操作訓練を中心

に行っていたが，今後の訓練においては，当該対応操作が設備

不具合等により失敗することを想定し，１つの対応操作がうま

く行かなかった場合であっても。次の対応操作に移行すること

を考慮した複合的な対応操作訓練を実施する。

補足３ 

全交流動力電源喪失（ＳＢＯ）環境下における操作項目の訓練実

績について 

1. 訓練実績

有効性評価シナリオにおける操作項目及び全交流動力電源喪

失（以下「ＳＢＯ」という。）時に期待している操作項目につ

いて，令和２年度の訓練実績を第１表，第２表に記載する。 

  これら訓練は操作項目に応じて， 

・手順書を用いた机上確認

・シミュレータを用いた対応訓練

・現場にて，操作員が手順に従い対応する訓練（模擬操作を

含む。）により対応している。

2. ＳＢＯ時を想定した訓練について

建物内には可搬型照明設備を設置しているため，ＳＢＯ時の

対応操作への影響はないと考えるが，ＳＢＯ時に操作場所が暗

所となる場合を想定したＳＢＯ環境下の訓練についても，計画

的に実施している。 

  建物内操作場所のＳＢＯ環境下の模擬は，プラント運転中で

は安全確保上難しいことから，プラント停止中に実施する訓練

として位置付ける。また，操作場所の照明消灯等により暗所を

模擬し，暗所でも操作対象弁が分かるよう反射テープを施した

弁の模擬操作訓練を行う等，実践的な訓練を行うことで，力量

向上に努める。 

なお，屋外の対応操作については，夜間，荒天等様々な環境

においても対応ができるよう，悪条件を想定した訓練を行って

いる。 

3. その他

これまでは対応操作の習熟のため，単一の対応操作訓練を中

心に行っていたが，今後の訓練においては，当該対応操作が設

備不具合等により失敗することを想定し，１つの対応操作がう

まく行かなかった場合であっても，次の対応操作に移行するこ

とを考慮した複合的な対応操作訓練を実施する。

・運用の相違

【柏崎 6/7】 
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1.0-1968
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の相違） 
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